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Ⅰ 教育委員会の事務執行にかかる 点検・ 評価 

１  趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する 法律の一部改正によ り 、 平成２ ０ 年４ 月から 、

教育委員会は、 毎年、 その権限に属する 事務の管理及び執行の状況について点検・ 評価

を 行い、 その結果に関する 報告書を作成し 、 議会に提出する と と も に公表する こ と が規

定さ れま し た。 ま た、 点検・ 評価を行う にあたり 、 学識経験者の知見の活用を図る こ と

と さ れま し た。  

こ の規定に基づき 、 佐倉市教育委員会の令和６ 年度における 事務の管理及び執行の状

況について点検・ 評価し 、 報告する も のです。  

 

地方教育行政の組織及び運営に関する 法律（ 抜粋）  

（ 教育に関する 事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第二十六条 教育委員会は、 毎年、 その権限に属する 事務（ 前条第一項の規定によ り 教

育長 に委任さ れた事務その他教育長 の権限に属する 事務（ 同条第四項の規定によ り 事

務局職員等に委任さ れた事務を含む。 ） を含む。 ） の管理及び執行の状況について点

検及び評価を行い、 その結果に関する 報告書を作成し 、 こ れを議会に提出する と と も

に、 公表し なければなら ない。  

２  教育委員会は、 前項の点検及び評価を行う に当たっては、 教育に関し 学識経験を有

する 者の知見の活用を図る も のと する 。  

 

２  佐倉教育ビ ジョ ン推進計画と 点検・ 評価の対象事業 

佐倉市教育委員会では、 中長 期的な視点に立っ て、 佐倉の教育の指針と なる 基本理念

や施策の方向性を示し 、 各教育施策を 総合的かつ効果的に推進する ため、 「 佐倉教育ビ

ジョ ン」 を策定し ていま す。 ま た、 こ こ で掲げる 基本理念や基本方針等を 推進・ 実現す

る ために「 佐倉教育ビジョ ン推進計画」 を定め、 個別・ 具体的な教育施策を展開し てい

ま す。  

現在の「 第３ 次佐倉教育ビジョ ン」 では、 〔 １ 〕 学校教育 〔 ２ 〕 教育環境 〔 ３ 〕 生

涯学習 〔 ４ 〕 文化・ 芸術 の４ つの分野ごと に基本方針を 立てており ま す。 （ 次ページ

参照）  
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〔 基本理念〕

〔 めざすべき 佐倉市民像〕 　

（ １ ） 思いやり のある 豊かな心を 持ち、 自然や文化を大切にする 人

（ ２ ） よ く 学び、 自ら 考え、 進んで行動する 人

（ ３ ） 佐倉への愛着と 国際的な視野を持って社会に関わる 人

 

● 確かな学力の向上

● 教職員の指導の質の向上

(8)歴史・ 文化資産を 保

全・ 活用し ま す

● 芸術文化の普及の促進

● 市民の芸術文化活動への支援

〔 基本方針〕 〔 施策の方向性〕 〔 施策〕

(9)芸術文化の普及を 推

進し ま す

〔 3 〕 生涯学習

市民や地域の「 輝く 」

力の向上を めざす

(1)学力向上・ 学習内容

の充実に取り 組みま す

● いじ めや不登校等への対応の充実

● 教育に係る 保護者の負担の軽減

( 6 )市民の生涯学習を 推

進し ま す

● 生涯学習の推進

● 生涯学習における 「 佐倉学」 の推進

● 地域活動の担い手の育成

● 家庭教育の充実

● 社会教育施設の整備の推進

(3)良好な学習環境を 整

備し ま す

● 学校の施設整備の推進

● 学校の教育環境の整備

● 一人ひと り のニーズに応じ た教育の推進

● 地域に開かれた学校づく り

 わたし が輝き 、 地域が輝き 、 未来が輝く 、 “ 佐倉のひと づく り  ”

〔 1 〕 学校教育

子ど も の「 輝く 」 力の

向上をめざす
(2)  豊かな人間性を 育

む教育に取り 組みま す

● 心の教育の充実

● 学校教育における  「 佐倉学」 の推進

● 読書や芸術文化学習の支援・ 異文化理解の推進

● 食育の推進・ 健やかな体の育成

〔 2 〕 教育環境

子ど も が「 輝く 」 ため

の教育環境の整備・ 充

実をめざす

(5)安心し て学校に通え

る 環境を提供し ま す

(4)地域に開かれた学校

運営を行いま す

(7)生涯学習の環境を 整

備し ま す

● 歴史文化資産の保全・ 活用

● 佐倉の魅力の掘り 起こ し

〔 4 〕 文化・ 芸術

佐倉の「 輝く 」 力の向

上をめざす
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こ の基本方針のう ち〔 ４ 〕 文化・ 芸術分野を中心に事務事業を所掌し ていた文化課、

市民音楽ホール及び美術館は、 令和６ 年度から 実効性の高いシティ プロ モーショ ンを実

施する こ と を目的と し て市長 部局に移管さ れま し た。  

こ のため、 本書においては〔 １ 〕 学校教育 〔 ２ 〕 教育環境 〔 ３ 〕 生涯学習 を 主な対

象と し て点検評価を 行う こ と と いたし ま す。  

 

３  点検・ 評価の方法 

佐倉教育ビ ジョ ンに基づく 施策のう ち、 教育委員会の権限に属する 全 64 事業（ 重点事

業 21 事業、 通常事業 43 事業） の内容を点検し 、 自己評価（ Ａ ～Ｄ の４ 段階） を 付し ま

し た。  

ま た、 重点事業については、 佐倉教育ビジョ ン推進調整会議で進捗管理を 行い、 「 事

業評価シート 」 を作成し ま し た。  

その結果について、 以下の学識経験者３ 名から 意見・ 助言を いただき 、 今後の教育行

政に生かし ていく こ と と し ま す。  

   

 【 学識経験者】  

  ● 平川 雄幸 氏   元佐倉市教育委員会教育総務課長  

  ● 大野 尊史 氏   元佐倉市立小学校長  

  ● 石井 喜広 氏   元佐倉市立小学校長 ・ 元佐倉市社会教育指導員 
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Ⅱ 令和６ 年度教育委員会の活動実績 

１  教育長及び教育委員選任状況 

平成２ ８ 年１ ０ 月２ 日から 、 改正後の地方教育行政の組織及び運営に関する 法律に基

づく 新体制に移行し 、 教育委員会は教育長 及び教育委員をも って組織さ れ、 合議によ り

基本方針を決定し 、 その方針の決定を 受け、 教育委員会の代表者である 教育長 が事務局

等を指揮監督し 、 事務執行する こ と と なっていま す。  

ま た、 教育委員会主催事業への参加や学校訪問によ り 、 教育に関する 意見や要望等の

把握に努める など、 教育の現状や時代の要請にあっ た教育行政の推進を図っていま す。  

 

役職名 氏 名 任 期 就任日 

教育長  圓城寺 一雄 
令和 4 年 10 月 2 日 

～令和 7 年 10 月 1 日 
令和 4 年 4 月 1 日 

教育長 職 

務代理者 
吉村 真理子 

令和 4 年 10 月 2 日 

～令和 8 年 10 月 1 日 
令和 4 年 10 月 2 日 

委 員 菅谷 義範 
令和 3 年 10 月 6 日 

 ～令和 7 年 10 月 5 日 
平成 21 年 10 月 6 日 

委 員 熊倉 夏子 
令和 2 年 10 月 1 日 

 ～令和 6 年 9 月 30 日 
平成 28 年 10 月 1 日 

委 員 柴内 靖 
令和５ 年 10 月 1 日 

 ～令和９ 年９ 月３ ０ 日 
令和５ 年 10 月 1 日 

委 員 清水 弥生 
令和 6 年 10 月 1 日 

 ～令和 10 年 9 月 30 日 
令和 6 年 10 月 1 日 

 

２  教育委員会会議の開催状況 

令和６ 年度の教育委員会会議は、 定例会を １ ２ 回、 臨時会を ２ 回開催し ま し た。 会議

の議案４ ２ 件の内訳は、 教育行政の基本方針３ 件、 予算５ 件、 附属機関委員等の委嘱１

４ 件、 条例・ 規則等の制定・ 改正７ 件、 人事関連３ 件、 教育功労者の決定１ 件、 その他

９ 件と なっていま す。  

 

日時及び時間 議          題 
傍聴
人数 

4 月 17 日( 定例)  

14 :00～15 :35  

第 1 号 佐倉市学校歯科医の委嘱について（ 可決）  
2 

協議 1 令和６ 年度佐倉市教育施策について 

- 4 -



5 月 15 日( 定例)  

14 :00～15 :26  

第 1 号 令和６ 年度佐倉市６ 月補正予算（ 教育委員会所管分） について（ 可

決）  

5 

第 2 号 令和６ 年度佐倉市教育施策について（ 可決）  

第 3 号 佐倉市学校評議員の委嘱について（ 可決）  

第 4 号 佐倉市学区審議会委員の委嘱について（ 可決）  

第 5 号 佐倉市教育支援委員会委員の委嘱について（ 可決）  

第 6 号 佐倉市史編さ ん委員会委員の委嘱について（ 可決）  

6 月 19 日( 定例)  

14 :00～15 :17  

第 1 号 佐倉市いじ め対策調査会委員の委嘱について（ 可決）  

5 

第 2 号 佐倉市学校歯科医の委嘱について（ 可決）  

第 3 号 佐倉市社会教育委員の委嘱について（ 可決）  

第 4 号 佐倉市公民館運営審議会委員の委嘱について（ 可決）  

協議 1 佐倉市立幼稚園設置条例及び佐倉市立幼稚園園児保育料徴収条例の廃

止並びに関係条例の改正について 

協議 2 令和６ 年度佐倉市教育施策について 

7 月 17 日( 定例)  

15 :00～16 :45  

第 1 号 教育委員会の事務執行にかかる 点検評価報告書について（ 可決）  

12 

第 2 号 佐倉市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する 規則の制定につ

いて（ 可決）  

第 3 号 佐倉市立学校教諭等の標準的な職務に関する 規程の制定について（ 可

決）  

第 4 号 佐倉市立学校事務職員の標準的職務に関する 規程の一部を改正する 訓

令の制定について（ 可決）  

第 5 号 令和７ 年度使用教科用図書の採択について（ 可決）  

7 月 31 日( 臨時)  

14 :00～14 :23  

第 1 号 佐倉市立幼稚園設置条例及び佐倉市立幼稚園園児保育料徴収条例を廃

止する 条例の制定について（ 可決）  
10 

8 月 21 日( 定例)  

14 :00～14 :39  

第 1 号 令和６ 年度佐倉市８ 月補正予算（ 教育委員会所管分） について（ 可

決）  
1 

9 月 19 日( 定例)  

14 :00～15 :01  

第 1 号 令和６ 年度佐倉市教育功労者表彰について（ 可決）  

1 
第 2 号 契約の締結について（ 追認） （ 可決）  

第 3 号 財産の取得について（ 追認） （ 可決）  

第 4 号 財産の取得について（ 追認） （ 可決）  

10 月 16 日(定例)  

14 :00～14 :45  

なし    
2 

11 月 20 日(定例)  

14 :00～14 :43  

第 1 号 令和６ 年度佐倉市１ １ 月補正予算（ 教育委員会所管分） について（ 可

決）  
0 

11 月 27 日(臨時)  第 1 号 財産の取得について（ 可決）  0 
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※持ち回り 会議 

12 月 18 日(定例)  

14 :00～14 :55  

第 1 号 佐倉市教育委員会職員の懲戒処分について（ 可決）  
0 

第 2 号 佐倉市教育委員会職員の懲戒処分について（ 可決）  

1 月 15 日( 定例)  

14 :00～14 :20  

第 1 号 佐倉市立図書館協議会委員の委嘱について（ 可決）  
1 

2 月 19 日( 定例)  

15 :00～18 :05  

第 1 号 令和７ 年度佐倉市当初予算（ 教育委員会所管分） について（ 可決）  

0 

第 2 号 令和６ 年度佐倉市２ 月補正予算（ 教育委員会所管分） について（ 可

決）  

第 3 号 財産の取得について（ 可決）  

第 4 号 財産の取得について（ 可決）  

第 5 号 財産の取得について（ 可決）  

第 6 号 佐倉市学校医の委嘱について（ 可決）  

第 7 号 佐倉市学校歯科医の委嘱について（ 可決）  

第 8 号 佐倉市学校薬剤師の委嘱について（ 可決）  

第 9 号 佐倉市学校管理医の委嘱について（ 可決）  

3 月 12 日( 定例)  

14 :00～15 :10  

第 1 号 第３ 次佐倉教育ビジョ ン中期推進計画の改訂について（ 可決）  

0 

第 2 号 令和７ 年度佐倉市教育施策について（ 可決）  

第 3 号 佐倉市教育委員会課内室設置規則の制定について（ 可決）  

第 4 号 佐倉市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正する 規則の制定につ

いて（ 可決）  

第 5 号 佐倉市立図書館の管理運営に関する 規則の一部を改正する 規則の制定

について（ 可決）  

第 6 号 佐倉市教育委員会事務局職員等の人事異動について（ 可決）  

 

３  教育委員の活動状況 

教育委員が、 教育委員会会議のほかに参加し た行事は 32 件あり 、 その内訳と し ては、

視察・ 訪問 2 件、 教育委員会連絡協議会・ 研修会等６ 件、 表彰関係３ 件、 その他行事・

会議等２ １  件と なっていま す。  

 

月 日 内    容 場  所 

4 16 印教連定期総会 ホテルウ ェ ルコ 成田 

17 定例教育委員会会議 市役所 

5 13 教科用図書印旛採択地区協議会 四街道市文化センタ ー 
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15 定例教育委員会会議 市役所 

23 千教連定期総会・ 特別講演 ス タ ーツ おおたかの森ホール 

31 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会・ 研修会 イ ーエス はなも も 体育館 

6 19 定例教育委員会会議 市役所 

19 教科書展示会視察 市役所 

7 2  教科用図書印旛採択地区協議会 四街道市文化センタ ー 

17 総合教育会議 市役所 

17 定例教育委員会会議 市役所 

26 ス ク ールガード フォ ーラ ム 中央公民館 

26 青少年問題協議会 市役所 

31 臨時教育委員会会議 市役所 

8 1  教育センタ ー報告会 書面開催 

2 令和 6 年度市町村教育委員会研究協議会 宮城県仙台市 

21 定例教育委員会会議 市役所 

21 校長 会懇親会 ウ ィ シュ ト ンホテルユーカリ  

9 18 定例教育委員会会議 市役所 

10 1  清水委員辞令交付式 市役所 

16 定例教育委員会会議 市役所 

19 佐倉市市制施行 70 周年青春文化祭 市民音楽ホール 

25 関東甲信越地区中学校技術・ 家庭科研究大会 佐倉中学校 

27 佐倉市市制施行 70 周年記念式典 市民音楽ホール 

11 3  佐倉市教育功労者表彰式 市役所 

5 佐倉市子供議会 市役所 

20 学校訪問 佐倉東中学校 

20 定例教育委員会会議 市役所 

20 印教連研修視察意見交換会 ホテルウ ェ ルコ 成田 

12 2  令和 6 年度第 1 回教育長 ・ 教育委員研修会 オンラ イ ン開催 

18 定例教育委員会会議 市役所 

1 10 令和 6 年度印教連教育功労者表彰者選考会議 富里中央公民館 

13 成人式 市民音楽ホール 

15 定例教育委員会会議 市役所 
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22 教育懇話会 千代田小学校 

24 令和 6 年度第 2 回教育長 ・ 教育委員研修会 ス タ ーツ おおたかの森ホール 

2 4  令和 6 年度印教連教育功労者表彰式 印旛教育会館 

7 令和 6 年度市町村教育委員会研究協議会 東京都千代田区 

19 総合教育会議 市役所 

19 定例教育委員会会議 市役所 

3 11 市内中学校卒業式 各中学校 

12 定例教育委員会会議 市役所 

14 市内小学校卒業式 各小学校 

18 市内小学校卒業式 各小学校 

28 辞令伝達式 中央公民館 

 

４  令和６ 年度の主な実績 

（ １ ） 学校教育 

佐倉市独自の学習状況調査を 実施し 、 分析・ 考察結果を 各学校へフ ィ ード バッ ク する

こ と で、 指導方法の改善につなげま し た。  

GIGA ス ク ール構想を推進し ていく ために欠かせない教職員の ICT 活用能力について

は、 各種研修会や先行事例を共有する こ と によ って向上を図り ま し た。  

千葉大学、 秀明大学と 連携を 図り ながら 、 学生ボラ ンティ アを募集し 、 学習支援を必

要と する 学校において一定の成果を上げる こ と ができ ま し た。  

佐倉学副読本「 ふる さ と 佐倉の歴史」 等の関係資料を活用し た授業を実施する と と も

に、 タ ブレ ッ ト で佐倉学検定を行う など 、 好学進取の気風の育成と 佐倉学の一層の推進

を 図り ま し た。  

少子化が進む中にあっても 、 中学生たちがス ポーツ ・ 文化芸術活動に継続し て親し む

こ と ができ る よ う 、 教職員の働き 方改革も 踏ま え、 段階的に学校部活動の地域移行を進

めていま す。 市内 11 中学校 11 部活動を地域ク ラ ブへ移行し 、 専門的な指導によ る 充

実し た活動を行う こ と ができ ま し た。  
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コ ロ ナ禍によ り 低下し た児童生徒の体力向上については、 新体力テス ト の実施や各校

の体力向上計画に沿って運動の機会の確保など 、 体力の保持増進に努めま し た。  

 

（ ２ ） 教育環境 

計画的に進めている 老朽化し たト イ レ の改良事業（ 洋式化等） について、 予定し てい

た小中学校５ 校すべてにおいて、 計画通り 事業を実施する など 学校の教育環境向上に努

めたほか、 給食施設設備の修繕に対応し ま し た。  

弥富小学校と 和田小学校においては小規模特認校と し て市内全域から 合計 24 名の児

童を受け入れる と と も に、 大規模校に補助教員を配置する など 、 き め細かな指導及び地

域と 連携し た特色ある 教育活動を 推進し ま し た。  

佐倉市教育の日関連行事と し て教育懇話会を開催し 、 SNS 問題と いう 関心の高いテー

マに基づき 教育委員、 保護者、 地域の方々等で活発な議論が行われま し た。  

児童生徒の安全を見守る アイ アイ プロ ジェ ク ト では、 学校と 保護者やス ク ールガード

ボラ ンティ アなど地域の方々が連携し て、 継続し て登下校時の安全確保を 図り ま し た。  

市内 10 校で設置さ れている 学校運営委員会では、 各委員会を開催し 、 こ ども の見守

り 活動等の取組を継続し ながら 、 保護者や地域と の連携を図る こ と ができ ま し た。  

教育相談に関し ては、 「 ルームさ く ら （ 教育支援センタ ー） 」 において、 学校教育相

談員によ る 不登校傾向の児童生徒の居場所づく り や社会的自立（ 学校復帰を含む） に向

けた指導・ 支援を行いま し た。  

児童生徒の尊厳を保持する ため、 各学校に学校支援アド バイ ザーを派遣し 、 いじ めを

含む生徒指導に対し 、 指導・ 助言を行いま し た。 いじ めの状況については、 毎月調査を

行い、 状況の把握・ 分析に努めま し た。  

ま た、 心の教育相談員によ る 相談活動など を通し て、 児童生徒・ 保護者の不登校やい

じ めの不安、 悩み等への早期対応に努めま し た。  
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（ ３ ） 生涯学習 

市民の教育への関心や参加意識の高揚に向け、 「 佐倉市教育の日」 を周知し 、 関連行

事を実施し ま し た。  

市民カレ ッ ジは、 コ ロ ナ禍ではカリ キュ ラ ムを縮小し ていま し たが、 一日講義を増や

し 、 聴講制度を 復活する など 充実し たカリ キュ ラ ムを実施し 、 佐倉の人づく り 、 地域づ

く り と し て、 地域で活動する 人材の育成をめざし て事業を展開し ま し た。  

こ ど も たちの健やかな育ちの基盤と なる 家庭での教育力を向上する ため、 子育て理解

講座を 実施し ま し た。  

新規事業と し て、 小学校４ 校で放課後子ど も 教室を開設し 、 児童の放課後の安全な居

場所を 提供し たほか、 ス ポーツ や学習等の場と し て学校施設を開放する こ と によ り 、 市

民の健康増進や教養の向上に寄与し ま し た。  

佐倉図書館は汚水管破損によ り 、 令和７ 年２ 月から ３ 月にかけて臨時休館する こ と と

なり ま し たが、 公民館や図書館等の社会教育施設について適切な改修や修繕を行い、 市

民にと って利用し やすい生涯学習の場と し て施設の提供に努めま し た。  

 

Ⅲ 教育委員会所管事業の点検・ 評価 

令和６ 年度に実施し た教育委員会所管事業について、 以下の評価基準を基に、 事業の

進捗・ 実績を検証し 、 自己評価を 実施し ま し た。  

内容・ 成果の質を 評価する 「 （ １ ） 質的評価」 と 、 数値目標に対する 実績を 評価する

「 （ ２ ） 数的評価」 を行い、 こ の２ つの評価を各事業の性質に応じ て「 優先さ れる 主評

価」 と 「 補助評価」 のいずれかに位置づけ、 「 （ ３ ） 総合評価」 と し ま し た。  

なお、 令和６ 年度事業において「 （ ２ ） 数的評価」 を「 優先さ れる 主評価」 と し たも

のは 1 事業でし た。  
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１  自己評価基準及び評価集計 

（ １ ） 質的評価 

令和６ 年度事業の内容・ 成果を質的に点検し 、 以下のど の項目に該当する かで判断

し 、 Ａ ～Ｄ で評価し ま し た。  

評価 評価基準 該当項目（ 判断例）  
割 合 

重点事業 通常事業 合 計 

Ａ  優良 

優良と 評価を 得う る 下記の項目例のいずれか

を実現し た場合（ ま たはそれに類する 場合）  

  新たな取組 

  新たな事業内容改善 

  市民サービス の質的向上 

  困難な懸案事項の解消 

  佐倉市の特色を 生かし た事業展開と 顕著な

事業成果 

  住民・ 対外要望の達成 

71 .4％ 

( 15 事業)  

97 .7％ 

( 42 事業)  

89.1％ 

( 57 事業)  

Ｂ  概ね良好 

  内容・ 成果が例年と 同程度 

  概ね計画通り の内容成果 

23 .8％ 

( 5 事業)  

2.3％ 

( 1 事業)  

9.4％ 

( 6 事業)  

Ｃ  やや低調 

  内容・ 成果が計画を少し 下回り 、やや低調で

ある が、今後、努力し て継続し ていく べき 事

業 

4 .8％ 

( 1 事業)  

0.0％ 

( 0 事業)  

1.6％ 

( 1 事業)  

Ｄ  低調 

  施策目的の達成・ 成果が見込みがたい 

  改善すべき 問題点が多い 

  市民サービス が質的に低下し た 

0 .0％ 

( 0 事業)  

0 .0％ 

( 0 事業)  

0.0％ 

( 0 事業)  

 

［ 評価結果概要］  

重点事業・ 通常事業と も A 評価の割合が最も 多く なっていま す。  

Ｃ 評価と なった事業は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ る も のであり 、 対策を

講じ てはいる も のの、 評価と し ては低調なも のと なっていま す。  
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（ ２ ） 数的評価 

令和６ 年度事業の数値目標に対する 達成率によ り 、 Ａ ～Ｄ で評価し ま し た。  

評価 評価基準 
割合 

重点事業 通常事業 合計 

A 目標達成率が 100％以上 42 .9％( ９ 事業)  83 .7％( 36 事業)  70 .3％( 45 事業)  

B 目標達成率が 75% 以上 100％未満 47 .6％( 10 事業)  16 .3％( 7 事業)  26 .6％( 17 事業)  

C 目標達成率が 50% 以上 75% 未満 9 .5％( 2 事業)  0 .0％( 0 事業)  3 .1％( 2 事業)  

D 目標達成率が 50% 未満 0 .0％( 0 事業)  0 .0％( 0 事業)  0 .0％( 0 事業)  

 

［ 評価結果概要］  

重点事業・ 通常事業と も 、 Ａ 評価の割合が最も 多く なっ ており ま す。  

新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響や参加者の満足度が伸長 せずＣ 評価と なった事業が

ある も のの、 全体と し て高い達成率と なっていま す。  

 

（ ３ ） 総合評価 

令和６ 年度事業の自己点検評価を、 以下の優先さ れる 主評価と 補助評価の組み合わせ

によ り 、 Ａ ～Ｄ で総合評価を行いま し た。  

総合評価 
優先さ れる  

主評価 
補助評価 

割 合 

重点事業 通常事業 合 計 

Ａ  優良 
Ａ  Ａ ， Ｂ  76 .2％ 

( 16 事業)  

97.7％ 

( 42 事業)  

90.6％ 

( 58 事業)  Ｂ  Ａ  

Ｂ  概ね良好 

Ａ  Ｃ  
19 .0％ 

( 4 事業)  

2.3％ 

( 1 事業)  

7.8％ 

( 5 事業)  
Ｂ  Ｂ ， Ｃ  

Ｃ  Ａ ， Ｂ  

Ｃ  やや低調 

Ａ ， Ｂ  Ｄ  
4 .8％ 

( 1 事業)  

0 .0％ 

( 0 事業)  

1 .6％ 

( 1 事業)  
Ｃ  Ｃ  

Ｄ  Ａ ， Ｂ  
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Ｄ  低調 
Ｃ  Ｄ  0 .0％ 

( 0 事業)  

0.0％ 

( 0 事業)  

0.0％ 

( 0 事業)  Ｄ  Ｃ ， Ｄ  

 

［ 評価結果概要］  

重点事業・ 通常事業と も 、 Ａ 評価の割合が最も 多く なっ ていま す。 新型コ ロ ナウ イ ル

ス 感染症の影響によ り C 評価と なっ た事業がある も のの、 各事業と も 着実に進捗を 図る

こ と ができ ま し た。  

 

【 自己評価のま と め】  

「 第３ 次佐倉教育ビ ジョ ン中期推進計画」 が令和 6 年度から ス タ ート し 、 最初の評価

年度と なり ま し た。  

令和６ 年度につき ま し ては、 いま だ新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響が残る 事業があ

り ま し たが、 自己評価の総合評価における Ａ 評価が 9 割を超える 結果と なり 、 全体と し

て各施策と も 堅実に進める こ と ができ ま し た。  

今後と も 「 第３ 次佐倉教育ビ ジョ ン」 に基づき 「 佐倉なら ではの教育」 を 推進する と

と も に、 課題を 的確に捉え、 実施方法も 含め、 常に工夫や改善を 試みながら 継続的に事

業を実施する こ と によ り 、 佐倉の教育全体がさ ら に充実し たも のと なる よ う 努めていき

ま す。  
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（教育センター）施策1－№1

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

事業の総合自己評価 A 質的自己評価 A 数的自己評価　B

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

施策の方向性

施策

事　　業　　名

《事業概要》

　小中学校の学習指導要領に基づく、国語、算数・数学、理科、英語の
基礎的な学習の一部と国語、算数・数学の知識・技能等を活用する力、
及び学習意識等についての状況調査を行います。佐倉市独自の問題を作
成し、市内全ての小学生及び、中学 1・２年生を対象に実施します。

正答率
基礎学力90％以上
活用力70％以上

基礎学力　８１．７％
（90.7％）

活用力　７０．７％
（100％）

《実施スケジュール》

（１）学力向上・学習内容の充実に取り組みます

● 確かな学力の向上

佐倉市学習状況調査の実施

基本方針 〔１〕子どもの「輝く」力の向上をめざす 【学校教育】

第１四半期

（4月～6月）

・令和５年度佐倉市学習状況調査報告書、過去３年間
の経年変化データを小中学校及び関係各課に配付す
る。
・学習状況調査作成委員会の各委員を決定する。
・６月に学習状況調査作成委員会を発足し、昨年度の
調査における誤答や調査結果の分析を行い、今年度
の問題作成の方向性を決める。
・好学チャレンジプリント・テストの活用について周知を
図る。

・令和５年度佐倉市学習状況調査報告書、過去３年間の経
年変化データを小中学校及び関係各課に配付した。
・学習状況調査作成委員会の各委員を決定した。
・６月に学習状況調査作成委員会を発足し、昨年度の調査
における誤答や調査結果の分析を行い、今年度の問題作成
の方向性を決めた。
・好学チャレンジプリ ント・テストの活用について周知を図っ
た。

第2四半期

（7月～9月）

・８月に第１回学習状況調査作成委員会を開催し、 今
年度の問題の検討を行う。
・各学校の校内研修会及び教育委員会主催の研修会
等で、昨年度調査の結果をもとに学力向上のための指
導・助言を行う。
・好学チャレンジプリント・テストの活用について周知を
図る。

・８月に第１回学習状況調査作成委員会を開催し、 今年度
の問題の検討を行った。
・各学校の校内研修会及び教育委員会主催の研修会等で、
昨年度調査の結果をもとに学力向上のための指導・助言を
行った。
・好学チャレンジプリ ント・テストの活用について周知を図っ
た。

今後の対応・課題
・調査結果の分析と授業改善の方向性を、佐倉市学習状況調査報告書の配付及び各会議、各研
修会で周知することにより、児童生徒の実態に応じた指導に努める。
・好学チャレンジプリ ント・テストの改善・充実を図るとともに、その活用の推進を図る。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

・佐倉市学習状況調査報告書を通して指導改善の手立てを示すとともに、前年度の調査結果及び分析結果等
を教育センター報告会、教育センターだより等においてフィードバックを行った。
・令和６年度については、令和５年度と比較して基礎学力、活用力は同程度であったが、小学校５年生の活用
力においては、数値が下がった。
・校内研修会等で各学校の調査・分析結果を情報提供し、授業改善の手立てとする等、指導に生かした。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・基礎学力は確実に定着を図りたい内容を中心に出題し、活用力は習得した知識・技能を活用して
解決する問題を出題し、望ましいと考えられる正答率を目標値として設定した。
・小中学校ともに各教科において問題の改訂を行った。

第3四半期

（10月～12月）

・10月に第２回学習状況調査作成委員会を開催し、今
年度の調査問題、意識調査の設問を決定し、中学校の
調査をデジタル化する。
・12月に教諭等の学習意識等に関する調査を実施す
る。
・好学チャレンジプリント・テストの活用について周知を
図る。

・10月に第２回学習状況調査作成委員会を開催し、今年度
の調査問題、意識調査の設問を決定し、小学校高学年及び
中学校の調査をデジタル化した。
・12月に教諭等の学習意識等に関する調査を実施した。
・好学チャレンジプリ ント・テストの活用について周知を図っ
た。

第4四半期

（1月～3月）

・１月に小学校全学年と中学校１・２年生の学習状況調
査を実施し、調査結果を教育センターで取りまとめる。
・２月に第３回学習状況調査作成委員会を開催し、誤答
や調査結果の分析を行う。分析結果をもとに佐倉市学
習状況調査報告書を作成する。
・小中学校及び関係各課に佐倉市学習状況調査報告
書の速報版を送付する。

・１月に小学校全学年と中学校１・２年生の学習状況調査を
実施し、調査結果を教育センターで取りまとめた。
・２月に第３回学習状況調査作成委員会を開催し、誤答や調
査結果の分析を行う。分析結果をもとに佐倉市学習状況調
査報告書を作成した。
・小中学校及び関係各課に佐倉市学習状況調査報告書の
速報版を送付した。
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（　学務課・指導課　）施策1－№2

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価 A 質的自己評価　A 数的自己評価 B

今後の対応・課題
　教職員のICT活用能力をより高めていけるように、研修会や公開授業等の充
実、各校の実践例の紹介、活用状況調査を引き続き行っていく。

評価の理由
　令和６年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果より、佐倉
市における教職員の授業にICTを活用して指導する能力の肯定的回答が81.0％
となり、割合が着実に向上しているため。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　文部科学省「学校教育情報化推進計画」及び千葉県教育委員会「千葉県学校
情報化推進計画」において、授業にICTを活用して指導する能力があると回答す
る教育の割合を１００％にしていくという目標値が設定されている。佐倉市におい
てもそれに準拠する形で、目標値を設定した。

《事務執行にかかる自己点検評価》

《実施スケジュール》

《計画概要》 《進捗概要》

・「佐倉市GIGAスクール構想の実現へ」の更新を行う。
・研究主任会議にて、新学習支援システムに関する研
修会を実施する。
・新学習支援システムの先行実施を行う。（市内小学校
１校、中学校１校）
・各校のネットワークアセスメントを実施し、学習用ネット
ワークの課題を明らかにし、次期学校LANの設計に反
映する。
・NextGIGAの補助金交付の前提条件となる公立学校
情報機器整備事業計画を策定する。

・「佐倉市GIGAスクール構想の実現へ」の更新を行うことが
できた。
・研究主任会議にて、新学習支援システムに関する研修会
を実施し、概要を伝達することができた。
・市内小学校１校、中学校１校において新学習支援システム
の先行実施を行うことができた。
・各校のネットワークアセスメントは作業が遅延しており、完
了が第2四半期にずれ込む見込みである。
・公立学校情報機器整備事業計画の素案を策定した。今後
KPIを決定次第、ホームページにて公表する。

・佐倉市のHPを整備し、実践例（授業実践、家庭学習）
を紹介できるようにする。
・学習支援システム提供会社による研修会を実施し、
先行実施校の実践例を共有する。
・ICT活用状況調査を行い、現状の把握及び課題の把
握に努める。（１回目）
・NextGIGAで導入する端末（iPad, Chromebook、
Windows）を比較検討し、予算計上する端末種別を確定
する。

・佐倉市のHPにて授業の実践例を紹介した。
・7月にICT活用状況調査を行い、現状の把握及び課題把握
を行った。
・8月に教職員向けの研修会を実施し、先行事例を共有し
た。
・各校のネットワークアセスメント作業の一環として、全校を
対象にユーザー体感調査を実施し、課題の洗い出しを行っ
た。
・各校のネットワークに関する課題解決のための経費を実施
計画で要求した。
・千葉県公立学校情報機器共同調達協議会の作業部会に
参加し、次期1人1台端末の仕様検討を行った。

・実践例（授業実践、家庭学習）を募り、佐倉市のHPで
紹介する。 ・佐倉市のHPにて授業の実践例を追加した。

・令和６年度学校における教育の情報化の実態等に関
する調査（文科省）の調査結果を共有し、次年度に向け
ての課題把握に努める。
・ICT活用状況調査を行い、現状の把握及び課題の把
握に努める。（２回目）

・２月にICT活用状況調査を行い、現状把握及び課題
把握を行った。（指導課）
・ICT活用状況調査の結果を公立学校情報機器整備
事業計画のKPIに反映し、本計画をホームページに公
表した。

事業名 GIGAスクール構想の推進

《事業概要》

　令和元年６月施行の「学校教育の情報化の推進に関する法律」に基づき、全ての
児童生徒がその状況に応じて効果的に教育を受けることができる環境を整備し、
GIGAスクール構想の推進を図ります。
　子供の学ぶ意欲と学習効果、教職員の指導力の向上を図るとともに、パソコン本
体、ネットワーク環境の改善を進めます。

授業にICTを活用して指
導する能力の肯定的回
答が８５％以上

81.0%
（95.3%）

施策 ●確かな学力の向上

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

基本方針 〔１〕子どもの「輝く」力の向上をめざす 【学校教育】

施策の方向性 （１）学力向上・学習内容の充実に取り組みます
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（教育センター）施策2－№14

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価A 数的自己評価B　

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

施策の方向性

施策

事　　業　　名

《事業概要》

　「佐倉学道徳副読本試作版」（令和７年度からは「佐倉の道徳」に改版予定）及び
佐倉学道徳教材の活用状況を調査し、その結果から教材等の改訂を検討していき
ます。また、佐倉を素材とした新たな教材の開発を行うとともに活用を図ります。

道徳教材や副読本「佐倉
の道徳」を活用した道徳
授業実施率　100％

32校
（94％）

《実施スケジュール》

（２）豊かな人間性を育む教育に取り組みます

● 心の教育の充実

佐倉の地域性を生かした道徳教育の推進

基本方針 〔１〕子どもの「輝く」力の向上をめざす 【学校教育】

今後の対応・課題 ・令和７年度中にデータでの「佐倉の道徳」を配布できるよう、準備を整える。

,
《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
・令和５年度より活用している佐倉学道徳副読本改訂版の試作版の作成し、各
学校へ冊子の配付及びデータの準備を整えた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・佐倉ならではの道徳教育の充実に向けて、佐倉市独自の教材及び副読本を活用した授業を市
内全小中学校で実施することを目標として設定した。
・活用状況の調査を行い、教材別、学年別の活用状況や教材の課題等について意見を求め、分
析を行った。

・佐倉学道徳副読本の本印刷に向けて、本の構
成や資料集めをする。
・各学校の佐倉学道徳教材及び佐倉学道徳副読
本の活用状況を調査し、結果をまとめる。

・佐倉学道徳副読本の本印刷に向けて、本の構成や
資料集めをした。
・各学校の佐倉学道徳教材及び佐倉学道徳副読本
の活用状況を調査し、結果をまとめた。

・校長会議・教頭会議等で、昨年度の佐倉学道
徳副読本活用調査の結果を示し、佐倉学道徳教
材や道徳副読本の活用と授業実践の依頼をす
る。

・校長会議・教頭会議等で、昨年度の佐倉学道徳副
読本活用調査の結果を示し、佐倉学道徳教材や道徳
副読本の活用と授業実践の依頼をした。

・これまでに作成した教材や指導案のデータの整
理をし、活用の手引きに反映させる。
・佐倉学道徳副読本活用の手引きにある授業後
アンケートを集計し、授業者の声を生かして副読
本や手引きの加筆修正を行う。

・これまでに作成した教材や指導案のデータの整理を
し、活用の手引きに反映させた。
・佐倉学道徳副読本活用の手引きにある授業後アン
ケートを集計し、授業者の声を生かして副読本や手
引きの加筆修正を行った。

・佐倉学道徳副読本活用の手引きにある授業後
アンケートを集計し、授業者の声を活かして副読
本や手引きの加筆修正を行う。
・佐倉学道徳副読本の本印刷に向けて、本の構
成や資料集めをする。

・佐倉学道徳副読本活用の手引きにある授業後アンケート
を集計し、授業者の声を生かして副読本や手引きの加筆修
正を行った。
・佐倉学道徳副読本の本印刷に向けて、本の構成や資料
集めをした。
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（　指導課　）施策2－№15

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

施策 ●心の教育の充実

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

基本方針 〔１〕子どもの「輝く」力の向上をめざす 【学校教育】

施策の方向性 （２）豊かな人間性を育む教育に取り組みます

事業名 部活動地域移行の推進

《事業概要》

　少子化の中、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむこと
ができるよう、学校部活動の適正な運営、効率的・効果的な在り方、新たな地域クラ
ブ活動の整備等について、国からガイドラインが示されました。
　「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、生徒の望まし
い成長を目指すとともに、教職員の働き方改革も踏まえ、学校部活動の地域移行を
推進します。

地域移行したことで活動
が楽しくなったと感じる生
徒の割合80％

85％
（100％）

《事務執行にかかる自己点検評価》

《実施スケジュール》

《計画概要》 《進捗概要》

・市内中学校校長研修会にて、説明会の実
施。
・市内１１校１１部活動の地域クラブ化に向
け、対象生徒、保護者への説明会の実施。
・対象部活動の詳細をヒアリングし、クラブ化
へ向けて、事務処理（保険登録等）を進め
る。
・第１回協議会に向けて準備を進める。
・推進計画の作成

・市内中学校校長研修会にて説明会の実施（令
和６年６月２７日（木）)
・市内１１校１１部活動の地域クラブ対象保護者
への説明会の実施
・対象生徒の保険登録やクラブ登録の事務作業
の実施
・第１回協議会に向けて、各委員へ依頼完了
・推進計画の作成の準備開始

・第１回協議会の開催
・推進計画の作成
・課題解決に向けて、各クラブの状況を確
認。
・生徒および保護者の意見を聴取する。
・第２回協議会準備

・第１回協議会の開催（７月）
・推進計画の作成への取り組み実施
・月に１回程度、（株）オークスベストフィットネスと
対面式の打ち合わせを持ち、クラブの状況の情
報共有の実施
・生徒・保護者へのアンケートの実施

・推進計画の作成
・第２回協議会の実施
・課題解決に向けて、各クラブの状況を確
認。

・第2回協議会の開催（１１月）
・推進計画の作成（継続）
・定期的な（株） オークスベストフィットネスとの対
面式の打合せを持ち、クラブの状況の情報共有

・生徒および保護者の意見を聴取する。
・推進計画作成
・第３回協議会準備
・第３回協議会の実施

・生徒および保護者にアンケートを実施し、意見の聴
取を図る。
・第３回協議会の開催（３月）
・定期的な（株） オークスベストフィットネスとの対面式
の打合せを持ち、クラブの状況の情報共有
・推進計画の策定に向け、実態や予定の見直し等を
図り、協議会にて検討の実施（３月）

今後の対応・課題

・地域移行クラブの拡大を目指し、引き続き佐倉市としての地域移行クラブの在
り方を検証し、生徒や学校、教職員にとってより良い形を目指していく。そのため
に協議会の開催、生徒、、保護者、学校への聞き取り等を継続する。
・持続可能なクラブ運営の在り方の構築を図る。

評価の理由
・部活動地域移行を市内１１校１１部活動（各校１部活動）で、実施した。（実施率
１００％）各クラブに指導員を2名以上配置し、参加生徒はより専門的な指導を受
けることができ、充実した取組ができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・国や県の方針に基づき、佐倉市として実態に合った地域移行を目指して、検証
を重ねた。大会参加の条件や持続的なクラブ運営の在り方等に課題も見られ
る。引き続き、検証を継続する。
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（　指導課　）施策2－№21

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A　 数的自己評価　B

　各小中学校の教育課程に佐倉学を位置づけ、佐倉の人物・歴史・自然・文化につ
いて体験活動を通して「佐倉学」を学ぶことで、児童生徒に「好学進取」の気風と郷
土佐倉に対する愛着を育み、社会に貢献できる人材を育成します。
　佐倉学副読本を小学校６年生児童一人一人に配付して全小中学校で活用するこ
とにより、学校教育における佐倉学の推進を図ります。

・佐倉学副読本配付
・佐倉学リーフレット配付
・佐倉学検定作成委員決定、任命
・教育課程への位置づけ（各学校）

・佐倉学副読本を佐倉市内全小学校（６年
生）に配付
・佐倉学リーフレット佐倉市内全教職員に配
付
・各学校で佐倉学を教育課程に位置づける。
（年間指導計画等）
・佐倉学検定作成委員任命

・令和６年度佐倉学検定実施要項作成
 ・佐倉学検定問題作成・検討（第１回作成委
員会開催）
・佐倉学研修会（市内小・中学校教員対象）
の実施（文化課との協力）
・広報番組「佐倉学王決定戦」（広報課主催）
への協力

・令和６年度佐倉学検定実施要項作成。各小中
学校配付。
・第１回佐倉学検定作成委員会実施（７月）
・佐倉学研修会実施（８月）
・佐倉学王決定戦　予選、決勝協力（７・８月）

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

施策

《事業概要》

●学校教育における「佐倉学」の推進

基本方針 〔１〕子どもの「輝く」力の向上をめざす 【学校教育】

施策の方向性 （２）豊かな人間性を育む教育に取り組みます

事業名 学校教育における佐倉学の推進

佐倉の歴史や自然に興
味があると回答する児童
生徒の割合　70％

67%
（96％）

《実施スケジュール》

・佐倉学副読本及び佐倉学リーフレットの校
正作業
・佐倉学検定結果分析
・佐倉学検定作成委員会（第３回作成委員会
開催）
・佐倉学検定結果報告・賞状配付

・佐倉学副読本校正→最終稿提出
・佐倉学リーフレットの校正作業
　レイアウト、佐倉学関連施設の表の変更
　実践紹介の追加
・佐倉学検定結果報告・賞状配付（２月）
・第３回佐倉学検定作成委員会書面開催（３月）

今後の対応・課題

　各学校の実践の周知を図り、佐倉の歴史等への興味・関心を高めることができ
るような授業の開発を進める。また、各学校に佐倉の文化財の活用を勧めたり、
資料等の見直しを行ったりし、児童生徒が自ら調べ、考えることができるような環
境を整える。

評価の理由

　全小中学校で「佐倉学」を教育課程に位置付け、社会科、道徳科、総合的な学
習の時間等で授業を行った。佐倉学検定の受検校、受検者が増加したことで、
佐倉について触れる機会も増えた。また、問題の内容を見直したことで、検定の
合格率が上がり、佐倉について学習する意欲が高まった。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　佐倉学学習意識調査の22年度回答結果【56.9％】より向上することを目標とし
ている。各学校での「佐倉学」指導内容を充実させたり、佐倉学検定に取り組ま
せたりすることにより、児童生徒の関心は高く、令和６年度は67.0％であった。

《事務執行にかかる自己点検評価》

 ・佐倉学検定問題作成・検討（第２回作成委
員会開催）
・佐倉学検定要項配付
・佐倉学検定実施（希望校）
・佐倉学副読本及び佐倉学リーフレットの校
正作業

・第２回作成委員会開催（１０月）
・佐倉学検定要項配付
・佐倉学検定実施（１１・１２月）
・佐倉学検定結果　受検校確認依頼（１２月）
・佐倉学副読本校正　１次提出
・佐倉学リーフレットの校正
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（　指導課　）施策2－№26

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　C 質的自己評価　C 数的自己評価　C

今後の対応・課題
　生涯にわたり、運動に親しむ資質や能力の更なる育成を目指し、体力の向上を
図っていく。また、各校の新体力テスト結果を基にした分析を行うとともに、課題
に合った体力向上策を検討し、実践について働きかけていく。

・
《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　新体力テストの結果を基に、体力向上推進会議など、各学校の実態に応じた体
力向上の取組を推進した。新体力テストの受証率や各種の課題についての分析
を行った。教職員対象の実技研修会を実施し、授業における指導力の向上につ
なげた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　体力向上の成果値として、新体力テストの結果を用いて、運動能力証と体力優
良証の受証率を前年度同様の数値で目標を設定した。しかし、小中ともに目標に
は届かなかった。これは、新型コロナウイルス感染拡大防止の影響により、運動
の機会が減少したことによる影響であると考える。ただし、例年徐々に受証率が
上がってきている。

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学
校ごとに継続的に取り組む。
・全小中学校で体力向上推進会議を開催す
る。
・各学校の体力向上推進会議結果を分析し、
市の状況について成果と課題を整理する。

・各学校の体力向上推進計画に基づき、取り組みを継続し
た。
・新体力テストにおいて、一定の水準に達した児童生徒等に
対し、体力優良証等を交付した。
・各学校で体力向上推進会議を開催し、自校の状況を整理
した。
・新体力テストの結果と考察を市のＨＰに更新し、各校に示
した。

・各学校の体育主任を対象に体力向上推進
会議を開催し、佐倉市の児童生徒の新体力
テストの結果を基に子どもたちの体力の現状
の分析を行う。
・各学校で分析した結果を基に、体力向上推
進計画を立てる。
・7月までに全国体力・運動能力、運動習慣
等調査を全校で実施する。

・体育主任を対象に体力向上推進会議の実施
（オンライン）
・各学校にて、体力向上推進計画の策定
・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学
校ごとに継続的に取り組む。
・各学校ごとに体力向上推進会議を開催し、
取組状況の情報交換を行う。
・教職員対象の体育実技研修会を開催し、課
題克服のための研修会を実施する。

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学校ご
とに各種取り組みの継続実施
・各学校ごとに体力向上推進会議の実施
・教職員対象の実技研修を実施（器械運動）

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学
校ごとに継続的に取り組む。
・教職員対象の体育実技研修を開催し、児童
生徒の怪我の防止や体力向上のための研
修会を実施する。
・新体力テストの結果の分析を行う。

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学校ご
とに各種取り組みの継続実施
・新体力テストの結果の分析

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

施策

事業名

●食育の推進・健やかな体の育成

児童生徒の体力向上の推進

《事業概要》

　教師の指導力と資質の向上を図るため、実技研修を行います。
　児童生徒の体力の向上と健康の保持増進を図るため、佐倉市文化祭小学校体育
大会を企画運営します。また、新体力テストにおいて体力優良の児童生徒には、体
力優良証等を交付します。
　さらに、小中体連主催・教育委員会と共催の競技大会に児童生徒が参加するため
の費用の一部を補助します。

優良証 　35%
A判定　小40%
　　　　　中30%

優良証　19.4%
A判定　小25.1%
          中20.7%

（64％）

《実施スケジュール》

基本方針 〔１〕子どもの「輝く」力の向上をめざす 【学校教育】

施策の方向性 （２）豊かな人間性を育む教育に取り組みます
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（　指導課　）施策2－№27

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

今後の対応・課題
引き続き、食に関する指導の全体計画の作成を維持するとともに、各校の評価指
標を分析・改善し、食育を推進する。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
34校全てで、食に関する指導の全体計画を作成し、達成率は100％となった。年間を通し
て、佐倉市の特色である給食を提供することができた。津田仙献立、クララメニューでは、
社会教育課と連携し作成されたパネル等、広く市民に周知できた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

食に関する指導の全体計画の全校作成について、目標を達成できた。

・地場産物推進会議を開催し、給食食材への
地場産物の積極的な活用を図る。
・佐倉市教育の日に関連したメニューを考案
し、実施する。
・津田仙とともに日本の食文化に貢献したクラ
ラ・ホイットニーメニューを全校で実施する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載し、
啓発活動を行う。

・佐倉市教育の日に合わせて、全校で「城下町
佐倉・江戸ぐるめ」献立を実施（11/16付近）
・クララホイットニーメニューの実施（12/6付近）
・給食だより等に食育に関する記事を掲載し、
啓発活動を行った。
・農政課と連携し、市内の地場産物を積極的に
活用した。

・全国学校給食週間に統一献立を設け、地場
産物を使用した給食を実施する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載 し、
啓発活動を行う。

・全国学校給食週間中に、市内全校で統一献立を実
施した。
・給食だより等に食に関する記事（都道府県別の郷
土料理等）を掲載し、啓発活動を行った。

・食に関する指導の全体計画を作成する。
・津田仙ゆかりの献立を全校で実施する。
・食育月間（6月）の各学校の取組を確認す
る。
・各学校の養護教諭が中心となり、生活習慣
病予防の個別相談を年間を通して定期的に実
施する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載し、
啓発活動を行う。

・食に関する指導の全体計画34校全校作成済
・津田仙ゆかりの津田仙献立（4月24日付近）34校全
校実施
・6月の食育月間に、全校で地産地消給食を実施。
・他職種と連携して、食事指導等各校で実施してい
る。
・給食だよりや献立表等へ、給食の紹介や家庭でで
きるレシピ紹介などを掲載し、啓発活動を行った。

・食生活調査の実施と肥満傾向児童生徒の食
生活に関する個別指導を各学校で実施する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載し、
啓発活動を行う。

・食に関する調査の実施（7月）
・夏休み前の個別指導の実施（各校）
・食の情報を給食だより等で発信し、啓発活動
を行った。

《計画概要》 《進捗概要》

《実施スケジュール》

基本方針 〔１〕子どもの「輝く」力の向上をめざす 【学校教育】

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

　学校給食への地場産物の使用や栄養教諭・学校栄養職員による食育の推進、給
食の試食会など、学校給食を 生 かして、児童生徒及び地域・家庭における健康教
育の推進を図ります。

食に関する指導の全体
計画の作成学校数
　　　　　34校

34校（100％）

施策の方向性 （２）豊かな人間性を育む教育に取り組みます

施策 ●食育の推進・健やかな体の育成

事業名 食育の推進
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（ 教育総務課 ）施策3－№31

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

　令和２年度より進めてきたトイレの改修工事が、予定どおり令和７年度に全校で完
了する見込みとなりました。
　令和８年度以降は、更なる教育環境の整備と施設の老朽化対策のため、より優先
度の高い学校の屋根、外壁改修工事を実施していきます。
　また、老朽化した施設設備の更新を行います。

学校施設において必要とさ
れるトイレ改良事業実施校
　　　　　　　５校

５校（100%）

《実施スケジュール》

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

施策の方向性 （３）良好な学習環境を整備します

施策 ●学校の施設整備の推進

事業名 学校施設の環境整備

今後の対応・課題
　学校施設について、より一層の安全で、安心して学ぶことのできる環境づくりを
進めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　トイレ改良事業の新規着手を予定していた５校（西志津小、上志津中、南部中、
佐倉東中、臼井西中）について、計画どおりに実施することができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　トイレ改良事業として、令和６年度中に新規５校実施を目標とし、計画どおり５校
で実施することができた。

○トイレ改修工事の完了
　（千代田小、西志津小、上志津中、
　　南部中、佐倉東中、臼井西中）
○トイレ改修設計業務委託の完了
　（臼井小、染井野小、白銀小、佐倉中、
　　志津中、根郷中）
○校舎屋上防水改修工事の完了（根郷小）
○門扉改修工事の完了（臼井西中）

○トイレ改修工事の完了
　（千代田小、西志津小、上志津中、
　　佐倉東中）
○トイレ改修設計業務委託の完了
　（臼井小、染井野小、白銀小、佐倉中、
　　志津中、根郷中）
○校舎屋上防水改修工事の完了（根郷小）
○門扉改修工事の完了（臼井西中）

○貯水槽更新工事の完了（臼井西中） ○貯水槽更新工事の完了（臼井西中）

○体育館床改修工事の完了（臼井南中）
○体育館床改修工事の完了（臼井南中）
○トイレ改修工事の完了
　（南部中、臼井西中）
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（　指導課　）施策3－№32

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　B　 数的自己評価　A　

今後の対応・課題
経年劣化した施設設備について修繕、更新をするとともに、引き続き給食施設の
状況を確認して、効果的な施設整備をすすめていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
給食施設の備品・消耗品について、学校の状況に合わせて修繕・購入等をするこ
とができたため、給食施設設備に起因とした食中毒を発生させることなく、給食を
提供することができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

当初の予定通り給食施設設備についての整備を進めるとともに、急遽必要となっ
た修繕・備品も実施し、安全で安心な給食提供をし、目標を達成することができ
た。

・後期食器購入の発注を行う。
・学校の要望等に対応し、施設物品の修繕・購
入を行う。

・後期食器購入数量希望を各校からとりまとめ・
調整し発注を行った。
・施設物品の修繕（染井野小のフライヤー、井野
小の回転釜等）や購入（臼井西中の牛乳保冷庫
志津中の包丁まな板殺菌庫）を行った。

・学校の要望等に対応し、施設物品の修繕・購
入を行う。

・小中学校厨房備品購入の発注を行った。（消
毒保管庫・食器洗浄機・ガス式多機能自動炊飯
器・ガス丸形フライヤー・ガス回転釜等）
・学校等の要望に対し、施設物品の修繕・購入
を行った。

・中学校厨房備品購入の発注を行う。
・厨房機器分解清掃業務委託の発注を行う。
・学校の要望等に対応し、施設物品の修繕・購
入を行う。

・小中学校厨房備品購入の発注を行った。（炊
飯器、回転釜、冷蔵庫、スチームコンベクション
オーブン、フライヤー等）
・厨房機器分解清掃業務委託の発注を行い、夏
季休業中に実施。
・学校等の要望に対し、施設物品の修繕・購入
を行った。

事業名 給食施設設備の整備

《事業概要》

　児童・生徒が安心して給食を食べることができるよう、老朽化した給食備品の更新
や、給食室の修繕などを行います。 給食施設設備に起因

する食中毒事故　0件

0件（100%）

《実施スケジュール》

《計画概要》 《進捗概要》

・白衣購入、前期食器購入の発注を行う。
・ガスバーナー分解清掃業務委託の発注を行
う。
・換気設備、照明器具等清掃業務委託の発注
を行う。
・学校の要望等に対応し、施設物品の修繕・購
入を行う。
・小学校厨房備品購入の発注を行う。

・学校から要望のあった白衣、食器について発
注を行った。
・夏季休業中におけるガスバーナー分解清掃業
務委託の発注を行った。
・夏季休業中における換気設備、照明器具等清
掃業務委託の発注を行った。
・寺崎小学校のパススルー戸棚、和田小学校の
給湯器の購入・発注を行った。

施策 ●学校の施設整備の推進

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

施策の方向性 （３）良好な学習環境を整備します
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（ 学 務 課 ）施策3－№33

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

今後の対応・課題
弥富小学校は小規模特認校制度利用開始から17年を迎え、市民にも定着してき
ている。和田小学校についても定着しつつあるので、さらに広報活動に取り組み、
認知度を高めていく。

評価の理由
令和６年度に小規模特認校制度を利用して転入した児童は、和田小学校と弥富
小学校合わせて７人であった。弥富小学校は複式を解消することができ、大きな成
果を上げることができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

目標値は２校で各学年１名以上の制度利用者を見込んで設定した。令和６年度
は小規模特認校制度を利用して新たに７名が区域外から転入し、目標を達成する
ことができた。特に和田小学校の利用者が増加した。

《事務執行にかかる自己点検評価》

《実施スケジュール》

《計画概要》 《進捗概要》

・本事業の周知・広報活動の実施。
・特認校（弥富小学校・和田小学校）入学希
望者随時受付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
きめ細かな指導を行う。

・市ホームページで本事業の周知・広報活動を実
施した。
・特認校（弥富小学校・和田小学校）入学希望者随
時受付を行った。
・学校支援補助教員を配置し、少人数によるきめ
細かな指導を行った。

・本事業の周知・広報活動のためのポスター
を新たに作成・印刷し、市内各施設へ掲示す
る。
・特認校（弥富小学校・和田小学校）入学希
望者随時受付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
きめ細かな指導を行う。

・ポスターを新たに作成・印刷し、市内各施設へ掲
示した。
・特認校（弥富小学校・和田小学校）入学希望者随
時受付を行った。
・学校支援補助教員を配置し、少人数によるきめ
細かな指導を行った。

・本事業の周知・広報活動の実施。
・特認校（弥富小学校・和田小学校）入学希
望者随時受付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
きめ細かな指導を行う。

・本事業の趣旨、応募要項などのＨＰへの掲載、各
施設へのポスター掲示など、広報活動を継続し
た。
・和田小学校及び弥富小学校に学校支援補助教
員を１名ずつ配置し、きめ細かな指導に努めた。

・本事業の周知・広報活動の実施。
・特認校入学希望者随時受付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
きめ細かな指導を行う。

・本事業の趣旨、応募要項などのＨＰへの掲載、各
施設へのポスター掲示など、広報活動を継続し
た。
・和田小学校及び弥富小学校に学校支援補助教
員を１名ずつ配置し、きめ細かな指導に努めた。

事　　業　　名 小規模校学校活力の向上

《事業概要》

　弥富小学校及び和田小学校については、学級編制基準に基づくと複式学級にな
ることから、一学年一学級の指導体制を維持するため、学校支援補助教員を配置し
ます。
　また、小規模特認校に指定することで市内全域から弥富小学校及び和田小学校
へ転入学できます。

小規模特認校制度によ
る転入学者在籍児童数
（全学年合計）　12名

24名（100%）

施策 ●学校の教育環境の整備

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

施策の方向性 （３）良好な学習環境を整備します
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（教育センター）施策3－№37

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価A　 質的自己評価A 数的自己評価A

・第２回佐倉市教育支援委員会を開催する。
・特別支援教育支援員及び看護師の面談を実施
し、次年度の雇用や配置計画を立案する。
・特別支援教育支援員及び看護師の訪問指導等の
中で、実際の指導状況を確認して改善点を明らか
にするとともに、支援員及び看護師の適切な支援方
法について指導する。

・第２回佐倉市教育支援委員会を１１月に開催した。
・特別支援教育支援員及び看護師の雇用について意向調
査や希望面談を実施し、次年度の雇用や配置計画を立案し
た。
・特別支援教育支援員及び看護師の訪問指導等の中で、
実際の指導状況を確認し、改善点を明らかにした。

・第３回佐倉市教育支援委員会を開催する。
・特別な支援が必要な幼児児童生徒数及びその実
態について調査する。
・特別支援教育支援員及び看護師配置による成果
と課題を明らかにする。
・新規特別支援教育支援員及び看護師の面接を実
施し、次年度の雇用や適切な配置を決定する。

・第３回佐倉市教育支援委員会を１月に開催した。
・特別な支援が必要な幼児児童生徒数及びその実態
について調査したり、新規特別支援教育支援員及び
看護師の面接を実施したりすることで、次年度の雇用
や適切な配置を決定した。
・３月に来年度の就学相談を検討している市民向け
に、就学相談説明会を開催した。

今後の対応・課題

・幼児児童生徒の園や学校での様子、教育的ニーズ、保護者の意見等を十分に把握し、学校の支
援体制を確認しながら、特別支援教育支援員や看護師のより適切な配置に努めていく必要があ
る。
・通常の学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒についての、教育的ニーズの把握、支援体
制の構築、学校と保護者の合意形成の促進に向けた助言を行っていく必要がある。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

・発達に課題のある幼児児童生徒の就学指導等に関し答申する「佐倉市教育支
援委員会」を開催し、特別支援教育を推進することができた。
・特別支援教育支援員及び看護師を適正配置し、一人一人の教育的ニーズに応
じたきめ細やかな支援を行うことができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・特別支援学級に在籍すの児童生徒及び、通級による指導を利用している児童
について、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成することができた。

・年度当初の各小中学校に在籍している児童生徒
の実態や特別支援教育体制に応じて、特別支援教
育支援員及び看護師79名を配置する。
・特別支援教育支援員及び看護師の訪問指導、面
談等をとおして、実際の指導状況を確認し、改善点
を明らかにするとともに、支援員及び看護師の適切
な支援方法について指導する。
・特別支援教育支援員及び看護師の研修会を開催
するとともに、管理職及び特別支援教育担当者にも
特別支援教育支援員及び看護師の服務、役割等に
ついて周知を図るようにする｡

・年度当初の各小中学校に在籍している児童生徒の実
態や特別支援教育体制に応じて、特別支援教育支援員
及び看護師79名を配置した。
・特別支援教育支援員及び看護師の訪問指導、面談等
をとおして、実際の指導状況を確認し、改善点を明らか
にするとともに、支援員及び看護師の適切な支援方法に
ついて指導した。
・特別支援教育支援員及び看護師の研修会を開催する
とともに、管理職及び特別支援教育担当者にも特別支
援教育支援員及び看護師の服務、役割等について周知
を図るようにした｡

・各校の特別支援教育体制の状況を把握し、支援
員及び看護師の業務が適正となるよう確認する。
・訪問指導等をとおして、実際の指導状況を確認し
て改善点を明らかにするとともに、支援員及び看護
師に対して適切な支援方法について指導する。
・特別支援教育支援員看護師研修会及び、特別支
援教育研修会（夏季研修会） を開催する｡
・第１回佐倉市教育支援委員会を開催する。

・各校の特別支援教育体制の状況を把握し、支援員及
び看護師の業務が適正となるよう確認した。
・訪問指導等をとおして、実際の指導状況を確認して改
善点を明らかにするとともに、支援員及び看護師に対し
て適切な支援方法について指導した。
・特別支援教育支援員看護師研修会及び、特別支援教
育研修会 を７月に開催した｡
・第１回佐倉市教育支援委員会を９月に開催した。

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

施策 ●一人ひとりのニーズに応じた教育の推進

《事業概要》

　佐倉市教育委員会の諮問に応じ、発達に課題のある幼児児童生徒の就学指導等
に関し答申する「佐倉市教育支援委員会」を開催し、特別支援教育を推進します。
発達に課題がある児童生徒への個別の教育支援計画の作成を促進して学習及び
学校生活の支援を行うため、特別支援教育支援員を配置します。医療的ケアを必要
とする児童生徒が安全に学校生活を送り、主体的に学習や学校生活に参加するた
め、看護師を配置します。

特別な教育的支援を必
要とする幼児児童生徒へ
の個別の教育支援計画
の作成率  100％

100％
（100％）

施策の方向性 （３）良好な学習環境を整備します

《実施スケジュール》

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

事　　業　　名 特別支援教育の推進
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（ 教育総務課 ）施策4－№39

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価 B　 質的自己評価 B 数的自己評価 C

・次年度開催方法の検討

・1月22日（水）に千代田小学校において教育懇
話会を開催した。　（テーマ：「スマホトラブル」に
ついて）
・2月定例教育委員会会議や、HPにて開催結果
を報告した。

・開催に関する周知
・開催校との協議、調整

・開催校を千代田小学校に決定した。
・千代田小学校と協議、調整を行った。

・開催に関する周知
・教育懇話会の開催
・開催結果の報告及び周知

・懇話会チラシを公民館等に配架したほか、市
HPに開催情報を掲載した。
・12月１5日号のこうほう佐倉に懇話会開催に関
する情報を掲載した。
・千代田小学校と協議、調整を行った。

《計画概要》 《進捗概要》

・開催方法及び開催校の検討
・開催校との協議、調整

・開催方法及び開催校の検討を行った。

施策の方向性 （４）地域に開かれた学校運営を行います

施策 ●地域に開かれた学校づくり

事業名 教育懇話会の開催

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

《実施スケジュール》

　教育懇話会を「佐倉市教育の日」に関連した行事のひとつとして位置付け 、 学校
行事である「教育ミニ集会」との共催事業として、保護者、地域住民と教育委員、教
育委員会事務局職員がともに意見交換を行う場を設けます。
　テーマを設定し、グループ（保護者・教員・地域住民等で構成）での意見交換等を
通して、佐倉の教育について、共に考える機会とします。

教育懇話会が有意義で
あったと回答する参加者

の割合   100％

教育懇話会が有意義で
あったと回答する参加者

の割合   64%
（64％）

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

今後の対応・課題
　市民一人ひとりが佐倉の教育について考え、意見、提案する機会を設けるとともに、い
ただいた教育に対する意見や提案を、今後の教育施策に生かしていく。また、アンケート
の配布方法を検討することで、より多くの参加者から意見を伺えるよう改善を図る。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　スマホ（SNS）トラブルという関心の高いテーマに基づき、児童、保護者や地域の方々と
共に佐倉の教育について考える機会を設けることができた。参加者からも様々な立場の
方のご意見を伺うことができたのは大変貴重な機会であった、という声も寄せられてお
り、今後に繋がる事業効果があったため。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　教育懇話会が有意義であったと回答する参加者の割合について目標値を設定した。参
加者からご回答いただいたアンケートのうち１１名中、７名の方に有意義であったとの回
答をいただくことができたが、今後は数値目標を達成できるよう工夫していく。
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（ 学 務 課 ）施策4－№40

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　B

　不審者対策を推進することができた。学校と保護者、スクールガードボランティアなど、地域
の方々との連携により実施するアイアイプロジェクトを継続し、警備業者委託による登下校時
の巡回パトロールや教育委員会職員による専用車（青パト：青色回転灯装備車）を用いた巡
回パトロール実施により、児童生徒の登下校時の安全を確保することができた。

評価の理由

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

今後の対応・課題
　スクールガードボランティアの増加を図るために広報やホームページ、チラシ等で色々な方
に興味・関心をもってもらえるように募集活動を行う。

《事務執行にかかる自己点検評価》

《実施スケジュール》

《計画概要》 《進捗概要》

・登下校巡回パトロール計画の作成
・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼井、ユーカリ）を業
者委託により青色回転灯装着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員会職員が青色回転灯装着車
による巡回パトロールする。
・年度当初に、小学校の登下校指導の支援・指導を行う。
・各中学校にアイアイプロジェクトの趣旨を周知し、定期的
な登下校指導を実施する。
・各学校で、アイアイプロジェクトの全体計画を立て、保護
者や地域住民に周知する。
・防犯用品配付

・パトロール計画を前月末に作成し、当該月に巡回できるようにしたこと
で、確実にパトロールを実施することができた。
・業者と、情報等の共有を通して、パトロール強化や子どもへ交通指導
する体制を構築したことで、事件や事故等の防止を図ることができた。
・職員が連携したことで、子どもの大きな事件や事故防止につなげるこ
とができた。
・年度当初、各小学校の教職員と連携を図り、登下校の支援と指導をし
たことで、子どもの安全・安心な登下校環境の整備に尽力した。
・各中学校へのアイアイプロジェクトの趣旨の周知を図ったことで、子ど
もの安全・安心な登下校環境の構築につながった。
・教育委員会も連携し、スクールガードフォーラムを通じて、プロジェクト
のチーム強化のための保護者や地域住民の意識の醸成を図った。
・防犯用品販売業者と協議を重ねながら、各学校の環境や実態に沿っ
た防犯用品を配付することができた。

・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼井、ユーカリ）を業
者委託により青色回転灯装着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員会職員が青色回転灯装着車
による巡回パトロールする。
・「佐倉市スクールガードフォーラム」を開催し、各学校やそ
れぞれの地域での取り組みに関する情報意見交換を行
う。
・長期休業明けに小学校の登下校指導の支援・指導を行
う。

・業者委託による巡回パトロールについては、毎週提出される警備実績
を管理し、実施状況を把握しながら、重点警備等を依頼した。
・教育委員会による巡回パトロールについては、巡回計画に沿って実
施した。不審者や危険個所等の情報があった場合には、随時パトロー
ルを行い、通学路の安全確保に努めた。
・スクールガードフォーラムを通じて、プロジェクトのチーム強化のため
の保護者や地域住民の意識の醸成と登下校時の安全指導体制の連
携強化を図った。
・県及び市道路管理者、佐倉警察署、学校及び教育委員会、関係機関
等により、「小学校通学路における緊急合同点検」を実施し、安全対策
を検討した。
・長期休業明けに学務課職員によって、登下校の支援・指導を行い、通
学路の安全確保に努めた。

・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼井、ユーカリ）を業
者委託により青色回転灯装着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員職員が青色回転灯装着車に
よる巡回パトロールする。
・各学校で開催する「教育ミニ集会」等において、地域の防
犯の取組状況等をテーマにし、保護者や地域住民の意識
の高揚に努める。

・業者委託による巡回パトロールを継続実施し、毎週の報告書により安
全状況を把握した。
・青色回転灯装着車で、教育委員会職員による下校時の巡回パトロー
ルを小中学校の下校時刻に合わせて実施した。
・「教育ミニ集会」において、登下校時の見守り方法についての情報交
換を通して、「児童・生徒の登下校の様子を共有し、学級での指導や全
校の安全指導に生かすこと。」「地域の方々や交通安全推進隊、保護
者、教職員が密に連携を図ること。」等を確認し、毎日の見守り活動に
生かした。

・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼井、ユーカリ）を業
者委託により青色回転灯装着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員会職員が青色回転灯装着車
による巡回パトロールする。
・次年度の業者委託契約準備を行う。
・長期休業明けに小学校の登下校指導の支援・指導を行
う。
・各学校において、今年度の成果と課題についてまとめ、
次年度の取り組みの改善を図る。

・業者委託による巡回パトロールを実施し、毎週の報告書により、状況
を把握した。また、学校から報告のあった不審者情報を委託業者へ連
絡し、周辺の巡視強化を行った。
・教育委員会職員による下校時の巡回パトロールを、青色回転灯装着
車で小中学校の全課業日に実施した。
・本年度をもって、警備業者への委託契約が終了となる。次年度以降
は、教育委員会職員による下校時の巡回パトロールの継続実施や、佐
倉市危機管理部危機管理課の協力をもとに児童・生徒の登下校の安
全を確保していく。
・今年度の成果と課題について、教育委員会内で振り返り、次年度の
取り組みについて検討を行った。

　巡回警備委託業務や見守り活動は計画通り実施できたが、スクールガードボランティアの
高齢化による減少や児童生徒数の減少のため目標達成が難しかった。

事　　業　　名 通学路の安全確保

《事業概要》

　児童生徒の登下校時の交通安全の確保を図るとともに、不審者対策を推進します。
スクールガードボランティア団体と連携を図るとともに、警備業者委託による登下校時
の巡回パトロールや教育委員会事務局職員による専用車（青パト：青色回転灯装備
車）を用いた下校時の巡回パトロールを実施により、児童生徒の登下校時の安全を確
保します。

スクールガードボランティ
ア参加者数　10,000名

8,752名(88%)

施策 ●地域に開かれた学校づくり

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

施策の方向性 （４）地域に開かれた学校運営を行います
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（　指導課　）施策4－№41

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A　 質的自己評価　A　 数的自己評価　A

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

　学校運営委員会は、保護者や地域住民が学校運営に参画することにより、その
ニーズを迅速かつ的確に学校運営に反映させるとともに、学校・家庭・地域が一体と
なって、よりよい教育の実現に取り組む制度です。
　地域の創意工夫を生かした特色ある学校づくりが進むことで、地域が活性化され
る効果も期待できるものです。ボランティアを旨とする活動として、保護者や地域住
民の主体性を 生 かした運営を推進します。

学校運営委員会設置
学校数　10校以上

１０校
（100％）

《実施スケジュール》

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

施策の方向性 （４）地域に開かれた学校運営を行います

施策 ●地域に開かれた学校づくり

事業名 学校運営委員会を活用した開かれた学校づくりの推進

今後の対応・課題

設置校では、保護者や地域とともに歩む学校づくりの推進が図られています。委
員による学校評価を次年度の運営に生かすことで、さらに地域との連携が推進さ
れるものと考えます。今後は、学校運営協議会への移行も視野に、事業内容の
見直しを図っていく必要があると考えられます。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
設置校では、実態に合わせ、学校運営委員や各専門委員による会議及び活動
が実施され、保護者や地域との連携が図られました。また、子どもの見守り活動
や環境整備の取組を充実させることができました。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

設置校全てにおいて、学校運営委員会や各種委員会が開催され、地域と連携し
て子どもの教育に携わることができました

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎小、
下志津小、臼井南中、南志津小、和田小、弥
富小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
学校運営委員会の活動状況を把握し、支援
する。

・設置している１０校のうち、和田小は２回、その他の９校は１回、学
校運営委員会を実施した。
・学校運営委員会に係る下部組織の活動として、臼井小では学校
安全部・学校開放部・環境整備部・学校評価部の会議を計６回、下
志津小では学校安全委員会・学校図書整備委員会・学校支援委員
会・学校整備委員会を計４回、南志津小では環境整備委員会・学
校安全委員会・学校支援委員会を計６回、和田小では学校安全部
会・学校支援部会を計6回、弥富小では学校支援委員会を１回、寺
崎小では学習支援部会を１回、白銀小では学校環境整備委員会・
学校開放委員会・学校評価委員会・地域教育推進委員会を計６回
実施した。

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎小、
下志津小、臼井南中、南志津小、和田小、弥
富小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
学校運営委員会の活動状況を把握し、支援
する。

・設置校全てが学校運営委員会を1回実施した。
・白銀小、下志津小、臼井南中、南志津小、和田
小、弥富小、臼井小、佐倉東中では下部組織の
会議も実施した。
・来年度の採用学校の募集について、課内で検
討を行った。

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎小、
下志津小、臼井南中、南志津小、和田小、弥
富小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
学校運営委員会の活動状況を把握し、支援
する。

・設置校のうち、南志津小、和田小、白銀小で学校運営委員会を1
回実施した。
・学校運営委員会に係る下部組織の活動として、臼井小では学校
安全部・学校開放部・環境整備部の会議を計５回、下志津小では
学校安全委員会・学校図書整備委員会・学校支援委員会・学校整
備委員会を計４回、南志津小では、学校整備委員会・学校安全委
員会・学校支援委員会を計３回、和田小では学校安全部会・学校
支援部会を計２回、白銀小では学校環境整備委員会・学校開放委
員会・学校評価委員会・地域教育推進委員会を計４回実施した。

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎小、
下志津小、臼井南中、南志津小、和田小、弥
富小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
学校運営委員会の活動状況を把握し、支援
する。

・設置校のうち、下志津小、弥富小、寺崎小、上志津中、臼井南中
で１回、南志津小、和田小で２回、学校運営委員会を1回実施した。
・学校運営委員会に係る下部組織の活動として、臼井小では「学校
安全部会」「学校開放部会」「学習支援部会」を、下志津小では「学
校安全委員会」「学校図書整備委員会」「学校支援委員会」「学校
整備委員会」を、南志津小学校では、「学校安全委員会」「学習支
援委員会」「環境整備委員会」を、和田小では「学校安全部会」「学
校地域部会」「学校支援部会」を、寺崎小では「学校安全部会」「学
習支援部会」「学校評価部会」「環境整備部会」を、白銀小では「学
校環境整備委員会」「学校開放委員会」「学校評価委員会」「地域
教育推進員会」を、佐倉東中では「環境部会」を実施した。
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（　指導課　）施策5－№44

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価 A　 質的自己評価 A　 数的自己評価 B　

・第２回いじめ対策調査会を開催する。
・学校支援アドバイザーの巡回支援を行う。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催する。
・いじめの月例調査を実施する。

・第３回いじめ対策調査会を2月4日に開催した。
・学校支援アドバイザーの巡回支援を行った。
・学校支援アドバイザー会議を1月10日、2月10日、3月
10日に開催した。
・いじめの月例調査を集計分析した。

・いじめ問題対策連絡協議会を組織し、開催につい
て周知する。
・全小中学校に対してオンラインで、校内生徒指導
研修会を開催する。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を開始す
る。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催する。
・第１回いじめ対策調査会を開催する。
・いじめの月例調査を実施する。

・関係機関や関係団体等に協力を依頼し、いじめ問題対
策連絡協議会の開催に向けての準備を進めた。
・いじめ対策調査会の開催に向けて準備を行った。
・４月から５月にかけて全小中学校をオンラインで、生徒
指導研修会を実施した。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を開始した。
・学校支援アドバイザー会議を4月2日、5月10日、6月10
日に開催した。
・いじめ月例報告を集計分析した。

・いじめ問題対策連絡協議会を開催する。
・いじめ防止子供サミットを開催する。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を行う。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催する。
・いじめの月例調査を実施する。

・学校支援アドバイザー会議を7月10日に開催した。
・いじめ問題対策連絡協議会を7月12日に開催した。
・いじめ防止子供サミットを8月2日に開催した。
・第2回いじめ対策調査会を9月6日に開催した。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を継続して行っ
た。
・いじめの月例調査を集計分析した。

・いじめ防止子供サミットを受けた人権集会を、各学
校ごとに開催する。
・第２回いじめ対策調査会開催を関係者に周知す
る。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を行う。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催する。
・いじめの月例調査を実施する。

・いじめ防止子供サミットを受けた人権集会を、各学校ご
とに開催した。
・第３回いじめ対策調査会開催を関係者に周知した。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を行った。
・学校支援アドバイザー会議を１０月１０日、１１月1１日、
１２月１０日に開催した。
・いじめ月例報告を集計分析した。

今後の対応・課題
今後も、子どもたちの小さなトラブルから丁寧に捉え、いじめを正確に認知しながら、適切か
つ迅速な組織対応を進めていく。また、中学校区生徒指研修会や生徒指導担当者会議等を
通じて、教員のいじめに対する研修を実施し、教員一人一人の意識の向上に努めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

いじめ問題対策連絡協議会やいじめ対策調査会において関係機関との連携を図った。いじ
め防止子供サミットでは、いじめに関するSOSを出しやすくするために必要なことは何かを議
論し、子どもたちのいじめ防止意識の向上に努めた。また、学校支援アドバイザーを各学校
に派遣し、いじめをはじめとする生徒指導の諸問題に対し、指導・助言を行ったほか、いじめ
の状況について毎月調査を行い、状況の把握と分析に努めた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

毎月、各学校のいじめの状況について調査を行い、いじめの認知件数や取組状況を把握し
ている。いじめ認知件数は、大きく増加したが、これはいじめの積極的認知の成果と思われ
る。長期的に支援が必要な案件が増えているため、解消率に影響が出ている。解消率は実
際に「解消」とする３か月間を考慮した数値で算出している。

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

　平成 25年 9月施行の「いじめ防止対策推進法」に基づき、いじめの防止等のため
の対策を総合的かつ効果的に推進します。
　「佐倉市いじめ防止基本方針」及び、小中学校における「学校いじめ防止基本方
針」の策定に基づき、いじめの防止、早期発見と適切かつ迅速な対処のできるいじ
め防止体制の整備を推進します。

いじめ解消率
95％

83.4％
（88%）

《実施スケジュール》

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

施策の方向性 （５）安心して学校に通える環境を提供します

施策 ●いじめや不登校等への対応の充実

事業名 いじめ防止対策推進事業
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（教育センター）施策5－№45

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A 質的自己評価 A 数的自己評価 　B

・心の教育相談員の面接及び研修を実施する。
・学校教育相談員の学校訪問を実施する。
・ルームさくらでは、長欠傾向のある児童生徒の居
場所を確保し、学校復帰に向けた指導・支援を行
う。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の
不安等に対し、面接相談・電話相談・学校訪問を実
施するとともに保護者や学校との連携を図り、指
導・支援を行う。

・心の教育相談員の面接及び研修を実施した。
・学校教育相談員の学校訪問を実施した。
・ルームさくらでは、長欠傾向のある児童生徒の居場所を確
保し、「社会的自立」に向けた支援を行った
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の不安等に
対し、面接相談・電話相談・学校訪問を実施するとともに、
保護者や学校との連携を図り、指導・支援を行った。

・ルームさくらでは、長欠傾向のある児童生徒の居
場所を確保し、学校復帰に向けた指導・支援を行
う。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の
不安等に対し、面接相談・電話相談・学校訪問を実
施し、保護者や学校との連携を図り、指導・支援を
行う。
・心の教育相談員の面接を実施して、来年度の配
置計画を立案し、決定する。
・保護者や学校と連携を図り、児童生徒の進学や
進級について確認し、支援する。

・ルームさくらの運営を通して、長欠傾向の児童生徒
の居場所を確保し、学校や保護者と連携して学校復
帰に向けた指導・支援を行った。
・不登校や対人関係、その他の不安等に対し、面接
相談や電話相談を実施し、解決に向けて保護者や学
校と連携を図った。
・心の教育相談員との面接を実施し、来年度の配置
計画を立案し、決定した。
・保護者や学校と連携を図り、児童生徒の進学や進
級について確認し、支援した。

今後の対応・課題

・ルームさくらや心の教育相談室の運営にあたり、長欠傾向のある児童生徒への早期の適切な対
応に向けて、保護者や学校、関係機関との情報共有を図り、連携を深める必要がある。
・不登校児童生徒が増加傾向にあり、低年齢化している。早期の対応が今後も必要である。
・研修会の内容を充実させ、心の教育相談員の資質向上を図る必要がある。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

・ルームさくらの運営を通して、不登校児童生徒の居場所作りを行うとともに、学校教育
相談員による児童生徒の社会的自立に向けた指導・支援を行うことができた。
・心の教育相談員の配置により、不登校や人間関係等の不安や悩みに対して、児童及
び保護者に支援・助言を行い、早期対応につなげることができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・相談員による発達相談と心の教育相談員の相談件数は微減したが、ルームさくらの電話相談と
来室相談は増加した。
・少しでも不安のある児童生徒や保護者からの相談が受けられるよう、学校とも連携し、周知を工
夫していく必要がある。

・学校教育相談員をルームさくらに７名、教育セン
ターへ３名配置する。
・心の教育相談員を小学校８校に配置する。
・心の教育相談員の研修を実施する。
・ルームさくらの運営に伴う整備を行い、長欠傾向
の児童生徒の居場所を確保する。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の
不安等に対して、面接相談・電話相談・学校訪問を
実施するとともに保護者や学校との連携を図り、指
導・支援を行う。

・学校教育相談員をルームさくらに７名、教育センターへ
３名配置した。
・心の教育相談員を小学校８校に配置した。
・心の教育相談員の研修を実施した。
・ルームさくらの運営に伴う整備を行い、長欠傾向の児
童生徒の居場所を確保した。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の不安
等に対して、面接相談・電話相談・学校訪問を実施する
とともに保護者や学校との連携を図り、指導・支援を
行った。

・７月上旬に、心の教育相談員訪問を実施する。
・ルームさくらでは、長欠傾向のある児童生徒の居
場所を確保し、学校復帰に向けた指導・支援を行
う。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の
不安等に対して、面接相談・電話相談・学校訪問を
実施するとともに保護者や学校との連携を図り、指
導・支援を行う。
・市内教職員に対して教育相談基礎講座を開催す
る。

・７月上旬に、心の教育相談員訪問を実施した。
・ルームさくらでは、長欠傾向のある児童生徒の居場所
を確保し、将来の「社会的自立」に向けた支援を行った。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の不安
等に対して、面接相談・電話相談・学校訪問を実施する
とともに保護者や学校との連携を図り、指導・支援を
行った。
・市内教職員に対して教育相談基礎講座を開催した。

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

事　　業　　名 教育相談の充実

《事業概要》

学校教育相談員や心の
教育相談員等への相談

件数　4,000件

施策の方向性 （５）安心して学校に通える環境を提供します

3,953件
（99%）

《実施スケジュール》

　小中学校児童生徒の不登校、いじめ、虐待等の早期発見、早期解決や発達の不
安等に対して、面接や電話による相談を行いながら、保護者や学校との連携を図
り、指導助言を行います。

基本方針 〔２〕子どもが「輝く」ための教育環境の整備・充実をめざす 【教育環境】

施策 ●いじめや不登校等への対応の充実
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（ 教育総務課 ）施策6－№49

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価 A　 質的自己評価 A 数的自己評価 A

今後の対応・課題

　市民の教育への興味や参加意識を高めてもらうため、引き続き「佐倉市教育の日」について、周
知に努めていく。
　また、関連行事について、佐倉の特色を生かした事業の展開など更なる内容の充実に努めてい
く。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　市民の教育への興味や参加意識の向上を図るため、11月16日の「佐倉市教育の日」や関連行事
について、ホームページ、広報紙の他、各種SNS、チラシ・ポスター、学校だより、給食だより・献立
表等により幅広く周知を行うことができた。
　また、本市の教育の充実及び発展を図るため、佐倉の特色を生かした新たな関連行事を開催す
ることができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　直近5年間の平均（25,596名）及び令和元年度末の実績（28,471名）を踏まえ設定した。令和6年度
は、前年度と比較して行事数は減少したものの、佐倉市市制施行70周年記念行事との共催行事や
市内の高等学校との連携事業など、佐倉ならではの特色を生かした事業を実施することができ、ま
た、幅広い周知を行うことができたことなどにより、数値目標を大幅に達成することができた。

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

《実施スケジュール》

　市民の教育に対する意識を高めるとともに、学校教育及び社会教育の振興によ
り、本市の教育の充実及び発展を図ることを目的として、佐倉市教育の日を制定し
ました。
　１１月１６日の佐倉市教育の日を中心として、教育関連行事を開催します。

各種関連行事への
参加者数
39,600名

参加者　139,474名
(100%)

基本方針

事業名 「佐倉市教育の日」の推進

「佐倉市教育の日」の趣旨を市民に周知
（ホームページ更新）

・「佐倉市教育の日」の趣旨を市民に周知した。
（ホームページ更新）

〔３〕市民や地域の「輝く」力の向上をめざす 【生涯学習】

施策の方向性 （６）市民の生涯学習を推進します

施策 ●生涯学習の推進

《計画概要》 《進捗概要》

令和6年度教育の日関連行事実績照会・集計 ・令和6年度実績照会及び集計を行った。

令和6年度教育の日関連行事の照会・集計
教育の日関連行事の周知（広報等掲載準備）

・令和6年度関連行事の照会・集計を行った。
・9月に開催された定例教育委員会会議において
行事計画の報告を行った。
・令和6年度教育の日関連行事をホームページ
に掲載した。

教育の日関連行事の周知（広報、HP等）
11月16日を中心に教育の日関連行事開催

・各行事の案内や教育の日の由来をこうほう佐
倉、ホームページ、各種SNS等で周知した。
・11月16日を中心に教育の日関連行事を開催し
た。
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（ 中央公民館 ）施策6－№50、施策6－№59

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　B 質的自己評価　B 数的自己評価　B

1月7日～2月8日　学習(第1学年 毎週 水曜日、
第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2回、
第4学年 木曜日月2回)
1月16日 4年各コース代表発表
1月14日 2年実践報告会
2月8日 卒業式・修了式

1月7日～2月8日　学習(第1学年 毎週 水曜日、
第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2回、
第4学年 木曜日月2回)
1月16日 4年各コース代表発表
1月14日 2年実践報告会
2月8日 卒業式・修了式 を行った。

入学生募集（受付期間4月3日～24日）
5月7日、8日、9日、10日 始業式・入学式
5月14日～6月28日　 学習(第1学年 毎週 水曜
日、第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2
回、第4学年 木曜日月2回)

入学生募集（受付期間4月3日～24日）で実施し
たところ、53名の入学申込があった。
5月7日、8日、9日、10日 始業式・入学式を行っ
た。
5月14日～6月28日　 学習(第1学年 毎週 水曜
日、第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2
回、第4学年 木曜日月2回)を実施した。

7月2日～9月27日  学習(第1学年 毎週 水曜日、
第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2回、
第4学年 木曜日月2回)
9月12日 4年卒業記念陶芸制作(草ぶえの丘)

7月2日～9月27日  学習(第1学年 毎週 水曜日、
第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2回、
第4学年 木曜日月2回)で実施した。
9月12日 4年卒業記念陶芸制作(草ぶえの丘)を
行った。

10月1日～12月24日 学習(第1学年 毎週 水曜
日、第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2
回、第4学年 木曜日月2回)
11月6日～11月9日 文化祭

10月1日～12月24日 学習(第1学年 毎週 水曜
日、第2学年 毎週 火曜日、第3学年 金曜日月2
回、第4学年 木曜日月2回)で実施した。
11月6日～11月9日の３日間、文化祭を行った。

今後の対応・課題
定年延長などにより入学者の定員割れ、平均年齢の上昇が続いており、制度やカリ
キュラムの見直しを検討していく必要がある、

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

原則半日授業であることは変わらないが、一日講義などを増やし、聴講制度も復活、
昨年より充実したカリキュラムを実施した。コロナ禍以降、学年ごとに実施していた修
了式・卒業式を今年度から全校生徒で開催する形に復活させ、。２９期生５２名が学
習過程を修了した。市民カレッジ文化祭でも喫茶の部の復活など、新たな試みを取り
入れて実施した。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

修了生の地域活動参加率は、コロナ禍の影響がまだ残っていることに加え、カレッジ
生の平均年齢が高齢化していることもあり、目標値を下回る結果となった。

《計画概要》 《進捗概要》

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

　４年制の市民カレッジを開講し、高齢者教育を行い、地域で活動する人材の育成を図
ります。

修了生の
地域活動参加希望率

80%

66%
（83%）

《実施スケジュール》

基本方針 〔３〕市民や地域の「輝く」力の向上をめざす 【生涯学習】

施策の方向性 （６）市民の生涯学習を推進します

施策 ●生涯学習の推進　／　●地域活動の担い手の育成

事業名 市民カレッジ
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（ 社会教育課・公民館・図書館 ）施策6－№58

数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　B　 質的自己評価　B 数的自己評価  B

○佐倉学子供作品展（10月9日～10月14日）
○第３回　佐倉学推進会議（11月15日）
○佐倉学ホームページの情報更新

・佐倉学子供作品展を佐倉市立美術館にて実施した。
市長賞、教育長賞を受賞した作品は、市役所３階や、夢
咲くら館にて展示した。
・第３回佐倉学推進会議を行い、各課の取組状況につ
いて情報共有をした。
・佐倉学のホームページを更新し、市民に向けて情報発
信を行った。

○第４回　佐倉学推進会議（1月28日）
○佐倉学ホームページの情報更新

・夢咲くら館にて、佐倉学推進会議を行い、今年度の活
動報告と、次年度の会議のあり方について協議した。
・佐倉学のホームページを更新し、市民に向けて情報発
信を行った。

今後の対応・課題
既存事業と佐倉学のつながりを伝えるとともに、佐倉学は敷居の高いものではないという認
識を持ってもらえるよう市民への周知の方法を検討する。また、市民意識調査における佐
倉学の設問について、より市民にも分かりやすく具体的な内容に変更した。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
市民への周知が十分でなく、「佐倉学を知っている」市民の割合が数値目標等を達成する
ことができなかったため。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

昨年度（R5）の「佐倉学を知っている」と答えた市民の割合が、約27％となっていたことか
ら、数値目標値の設定を行った。市制７０周年記念として、佐倉学子供作品展の展示数の
拡大やFuture Art Sakura等を実施したが、数値目標達成につなげることができなかった。

○第１回　佐倉学推進会議(書面開催）
○佐倉学ホームページへの情報更新
○佐倉学子供作品展チラシの配布

・佐倉学推進会議については、第１回を書面開催、２回
目の日程,内容を変更（6/28実施）し、市内小学校での開
催とした。
・佐倉学に関するホームページの更新を適宜行った。
・佐倉学子供作品展募集に関するチラシの配布を電子
媒体で行った。

○第２回　佐倉学推進会議（7月3日）
○佐倉学ホームページの情報更新
○佐倉学チラシの配布

・第２回佐倉学推進会議を井野小学校にて小学生と土
器製作を体験しながら実施した。
・佐倉学に関するホームページの更新を行った。
・就学時検診時に佐倉学のチラシを配布できるように準
備した。

《計画概要》 《進捗概要》

《実施スケジュール》

基本方針 〔３〕市民や地域の「輝く」力の向上をめざす 【生涯学習】

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

　佐倉学子供作品展の開催、佐倉学に関するリーフレットの配布やホームページ、
パネル展示などの情報発信、佐倉学講座の実践など市民が佐倉学に触れる機会
を広く提供します。

佐倉学を知っている市民
の割合　28%

22%
（78%）

施策の方向性 （６）市民の生涯学習を推進します

施策 ●生涯学習における「佐倉学」の推進

事業名 生涯学習における佐倉学の推進
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数値目標等

実績数値（達成率）

期　間

第１四半期

（4月～6月）

第2四半期

（7月～9月）

第3四半期

（10月～12月）

第4四半期

（1月～3月）

事業の総合自己評価　A　 質的自己評価　A　 数的自己評価　A　

《実施スケジュール》

基本方針 〔３〕市民や地域の「輝く」力の向上をめざす 【生涯学習】

施策の方向性 （６）市民の生涯学習を推進します

施策 ●家庭教育の充実

事業名 家庭教育推進事業

令和６年度 事業評価シート　（重点事業）

《事業概要》

　参加者自らが子育てにおける家庭教育の重要性を認識し、問題解決を図ることが
できるように講座や講演会等を行います。
　学童期子育て学習講演会や思春期子育て講演会を実施し、家庭の教育力向上を
図ります。家庭教育講演会を実施したり、家庭教育学級の設置を促したりし、子供た
ちの健やかな育ちの基盤づくりをします。

子育て理解講座
実施達成率１００％

100%
（100%）

○家庭教育学級開設
○子育て理解講座　準備、実施 ・市内家庭教育学級の開校式に職員が参加し、

１年間の計画案の相談や、実施方法、予算につ
いて家庭教育学級役員と話し合いを行った。
・子育て理解講座の準備を行い、市内３校にて実
施した。

○家庭教育講演会
○子育て理解講座実施
○学童期子育て学習　準備
　・講師依頼及び講演内容確認

・適宜、各校からの家庭教育学級の求めに応じ、希望
のあった講座の講師を紹介したり、担当者が講座に
参加したりして運営の補助をした。
・中学校３年生を対象に、経産婦を招き、講座を実施
した。
・学童期子育て講演会の講師と連絡調整を行った。

《計画概要》 《進捗概要》

○子育て理解講座実施
○学童期子育て学習（10～11月）
　・全小学校対象 ・中学校３年生を対象に、経産婦を招き、講座を実施

した。
・講師を招き、小学校で学童期子育て学習講演会を
実施した。

○子育て理解講座実施
○思春期子育て学習（1～2月）
　・全中学校対象
〇家庭教育学級閉講

・中学校３年生を対象に、経産婦を招き、講座を
実施した。
・中学校１年生を対象に、安全なSNSの使い方に
ついて学べるように青少年センターより講師を招
き、講座を実施した。
・各学校の家庭教育学級の活動状況をとりまと
め、次年度に生かせるよう検討をした。

今後の対応・課題
今までは家庭内の子育て環境について主に学習してきたが、今後は家庭と地域の関わり
等、今の社会情勢に沿った多様な子育て環境を理解するために、学習内容やテーマを検
討して、より効果的な学習の機会となるよう対応していく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

子育て理解講座では、昨年度は校内事情で、対面での講座が実施できない学校があっ
たが、今回は全市内中学校で実施することができた。
実施時期や内容について、学校や助産師、経産婦と丁寧に調整を行い、講座等を実施
することができた。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

子育て理解講座の実施方法を工夫し、検討を重ねて実施したため、学習効果は高まっ
た。
　また、家庭教育学級では、運営形式について、学校事情に応じて柔軟に対応できる体
制を整備したことで、意欲的に実施しようとする学校が増えた。
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徒

の
割

合
8
0
％

8
5%

1
00

%
市

内
１

１
中

学
校

で
、

１
１

部
活

動
を

地
域

ク
ラ

ブ
へ

と
移

行
。

専
門

的
な

指
導

を
う

け
る

こ
と

が
で

き
、

充
実

し
た

活
動

に
繋

が
っ

た
。

16
学

校
教

育
に

お
け

る
人

権
教

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

全
34

校
で

人
権

教
育

実
施

３
４

校
10

0%
市

主
催

の
人

権
教

育
研

修
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
行

い
、

人
権

教
育

の
理

解
を

深
め

た
。

17
学

校
教

育
に

お
け

る
平

和
教

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

全
34

校
で

平
和

教
育

実
施

３
４

校
10

0%
佐

倉
平

和
使

節
団

の
長

崎
へ

の
訪

問
、

佐
倉

市
戦

没
者

追
悼

式
へ

の
参

加
、

各
学

校
で

の
報

告
会

を
通

し
、

平
和

意
識

の
啓

発
と

平
和

教
育

の
推

進
を

図
っ

た
。

18
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

全
3
4校

で
キ

ャ
リ

ア
教

育
実

施
3
4校

10
0%

各
校

の
実

態
に

合
わ

せ
た

工
夫

に
よ

り
、

校
内

で
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

を
図

っ
た

。
ま

た
、

ブ
ラ

ッ
ク

ジ
ャ

ッ
ク

セ
ミ

ナ
ー

に
よ

り
、

医
療

従
事

者
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

。

19
児

童
生

徒
等

校
外

活
動

の
支

援
指

導
課

Ａ
Ｂ

Ａ
社

会
科

現
地

学
習

23
校

実
施

２
０

校
8
7%

児
童

生
徒

が
学

校
を

離
れ

て
実

施
す

る
現

地
学

習
等

の
支

援
を

し
た

。
申

請
漏

れ
の

３
校

に
お

い
て

は
、

支
援

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

来
年

度
対

策
を

講
じ

る
。

20
社

会
人

を
活

用
し

た
教

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

活
用

回
数

67
3
回

６
７

３
回

1
00

%
各

学
校

か
ら

の
申

請
を

も
と

に
予

算
を

配
分

し
た

。
学

校
の

事
情

等
に

よ
り

活
用

で
き

な
か

っ
た

分
は

再
配

分
し

、
す

べ
て

活
用

し
た

。

　
●

 学
校

教
育

に
お

け
る

「佐
倉

学
」の

推
進

 

21
◎

学
校

教
育

に
お

け
る

佐
倉

学
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ｂ
Ａ

興
味

が
あ

る
子

ど
も

　
7
0%

6
7%

9
6%

佐
倉

学
を

教
育

課
程

に
位

置
付

け
、

佐
倉

に
つ

い
て

学
習

す
る

機
会

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

佐
倉

学
検

定
を

行
う

よ
う

に
し

た
こ

と
で

、
受

検
校

や
受

検
者

の
数

が
増

え
、

佐
倉

へ
の

関
心

が
高

ま
っ

た
。

　
●

 読
書

や
芸

術
文

化
学

習
の

支
援

・異
文

化
理

解
の

推
進

22
学

校
に

お
け

る
外

国
語

（英
語

）活
動

の
推

進
（再

掲
）

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

英
語

指
導

助
手

配
置

　
1９

人
1
9人

10
0%

幼
稚

園
及

び
全

小
中

学
校

に
Ａ

Ｌ
Ｔ

を
配

置
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
に

つ
な

が
る

外
国

語
教

育
を

実
施

し
た

。

23
図

書
館

学
校

連
携

事
業

図
書

館
Ａ

Ａ
Ａ

団
体

貸
出

の
実

施
3館

3
館

1
00

%
佐

倉
図

書
館

に
お

い
て

は
読

物
系

、
志

津
図

書
館

及
び

佐
倉

南
図

書
館

で
は

調
べ

学
習

用
の

図
書

に
つ

い
て

、
小

学
校

7
校

、
中

学
校

1校
、

高
校

1校
へ

合
計

84
3冊

、
要

望
の

あ
っ

た
す

べ
て

の
学

校
に

図
書

の
貸

出
を

実
施

し
た

。

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

※
「佐

倉
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
中

期
推

進
計

画
」中

、
教

育
委

員
会

の
権

限
に

属
す

る
事

業
の

み
対

象
と

し
て

い
る

た
め

、
連

番
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

※
事

業
名

先
頭

の
◎

は
重

点
事

業
、

☆
は

新
規

事
業

。
事

業
番

号
の

左
に

◆
が

あ
る

事
業

は
数

的
評

価
を

『
優

先
さ

れ
る

主
評

価
』
と

し
た

事
業

。
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●

 食
育

の
推

進
・
健

や
か

な
体

の
育

成

26
◎

児
童

生
徒

の
体

力
向

上
の

推
進

指
導

課
Ｃ

Ｃ
Ｃ

優
良

証
　

  
3
5%

A
判

定
　

小
40

%
　

　
　

　
　

中
30

%

優
良

証
　

19
.4

%
A

判
定

小
25

.１
%

　
　

　
　

中
20

.7
%

6
4%

全
体

的
に

体
力

低
下

が
み

ら
れ

る
。

ま
だ

ま
だ

コ
ロ

ナ
前

の
状

況
に

は
追

い
つ

か
な

い
が

、
昨

年
度

に
比

べ
、

少
し

ず
つ

向
上

傾
向

に
あ

る
。

な
お

、
達

成
率

は
優

良
賞

と
小

中
学

生
の

A
判

定
人

数
を

合
算

し
て

算
出

し
た

。

27
◎

食
育

の
推

進
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
指

導
計

画
作

成
学

校
数

　
34

校
34

校
10

0%
城

下
町

佐
倉

・江
戸

ぐ
る

め
給

食
な

ど
、

佐
倉

市
の

特
色

の
あ

る
給

食
を

実
施

し
た

。
社

会
教

育
課

と
は

津
田

仙
給

食
、

農
政

課
と

は
有

機
米

給
食

な
ど

、
他

課
と

連
携

し
、

よ
り

効
果

的
な

食
育

推
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

28
学

校
に

お
け

る
健

康
教

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ｂ
Ａ

健
康

診
断

実
施

児
童

生
徒

数
11

,4
30

人
11

,3
41

人
9
9%

健
診

結
果

よ
り

肥
満

度
が

高
い

児
童

生
徒

を
抽

出
し

、
希

望
者

に
生

活
習

慣
病

予
防

検
診

を
実

施
し

た
。

歯
科

管
理

健
診

で
は

全
校

で
歯

科
医

に
よ

る
再

健
診

や
講

話
を

実
施

、
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
染

め
出

し
を

再
開

し
た

小
学

校
も

あ
り

充
実

が
図

れ
た

。

29
小

学
校

水
泳

指
導

の
推

進
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
実

施
率

10
0%

（委
託

対
象

校
　

２
校

）
６

校
10

0%
よ

り
一

層
の

小
学

校
の

水
泳

授
業

の
充

実
を

図
り

、
対

象
校

２
校

か
ら

６
校

へ
と

拡
大

し
、

安
全

か
つ

充
実

し
た

水
泳

指
導

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
た

。

30
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
事

故
　

0件
0
件

1
00

%
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

の
手

引
き

（令
和

２
年

度
改

訂
）
に

基
づ

い
て

ア
レ

ル
ギ

ー
の

対
応

を
行

い
、

ア
レ

ル
ギ

ー
事

故
の

発
生

は
０

件
で

あ
っ

た
。

【
施

策
の

方
向

性
】
　

（
３

）
良

好
な

学
習

環
境

を
整

備
し

ま
す

主
補

助
総

合
実

績
数

値
目

標
に

対
す

る
達

成
率

　
●

 学
校

の
施

設
整

備
の

推
進

◆
31

◎
学

校
施

設
の

環
境

整
備

教
育

総
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

ト
イ

レ
改

良
事

業
実

施
校

　
５

校
５

校
10

0%
ト

イ
レ

改
良

事
業

（洋
式

化
等

）の
新

規
着

手
を

予
定

し
て

い
た

小
学

校
１

校
、

中
学

校
４

校
に

つ
い

て
、

計
画

ど
お

り
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

32
◎

給
食

施
設

設
備

の
整

備
指

導
課

Ｂ
Ａ

A
給

食
施

設
設

備
に

起
因

す
る

食
中

毒
事

故
　

０
件

0
件

1
00

%
各

学
校

の
施

設
修

繕
に

係
る

要
望

に
概

ね
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

、
食

中
毒

事
故

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

は
無

か
っ

た
。

　
●

 学
校

の
教

育
環

境
の

整
備

33
◎

小
規

模
校

学
校

活
力

の
向

上
学

務
課

Ａ
Ａ

Ａ
特

認
校

転
入

学
児

童
数

12
名

2
4名

10
0%

令
和

６
年

度
に

小
規

模
特

認
校

制
度

を
利

用
し

て
転

入
し

た
児

童
は

、
和

田
小

学
校

と
弥

富
小

学
校

合
わ

せ
て

７
人

で
あ

っ
た

。
弥

富
小

学
校

は
複

式
を

解
消

す
る

こ
と

が
で

き
、

大
き

な
成

果
を

上
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

34
学

校
教

育
環

境
の

整
備

学
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

整
備

対
象

学
校

3
4
校

3
4校

10
0%

小
中

学
校

34
校

か
ら

の
要

望
に

応
じ

て
、

教
材

備
品

や
図

書
等

を
購

入
し

た
。

IC
T
教

育
に

必
要

と
な

る
学

校
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
設

備
の

維
持

・
管

理
を

行
っ

た
。

35
少

人
数

指
導

支
援

の
推

進
学

務
課

Ａ
Ａ

Ａ
支

援
補

助
教

員
５

名
配

置
6
名

1
00

%
大

規
模

校
に

補
助

教
員

を
配

置
し

、
学

習
の

習
熟

度
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

支
援

を
行

い
、

基
礎

学
力

の
定

着
と

、
学

習
意

欲
の

向
上

を
図

っ
た

。

36
学

校
図

書
館

教
育

の
推

進
教

育
セ

ン
タ

ー
Ａ

Ａ
Ａ

学
校

図
書

館
貸

出
数

40
0,

00
0冊

42
5,

1
55

冊
10

0%
学

校
図

書
館

司
書

を
配

置
し

、
読

書
活

動
の

推
進

を
図

っ
た

。
学

校
図

書
館

を
活

用
し

た
調

べ
学

習
等

、
学

び
の

充
実

に
努

め
た

。

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

基
本

方
針

２
子

ど
も

が
「
輝

く
」
た

め
の

教
育

環
境

の
整

備
・
充

実
を

め
ざ

す
【教

育
環

境
】

※
「佐

倉
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
中

期
推

進
計

画
」中

、
教

育
委

員
会

の
権

限
に

属
す

る
事

業
の

み
対

象
と

し
て

い
る

た
め

、
連

番
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

※
事

業
名

先
頭

の
◎

は
重

点
事

業
、

☆
は

新
規

事
業

。
事

業
番

号
の

左
に

◆
が

あ
る

事
業

は
数

的
評

価
を

『
優

先
さ

れ
る

主
評

価
』
と

し
た

事
業

。
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●

 一
人

ひ
と

り
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
教

育
の

推
進

37
◎

特
別

支
援

教
育

の
推

進
教

育
セ

ン
タ

ー
Ａ

Ａ
Ａ

個
別

の
教

育
支

援
計

画
の

作
成

率
10

0
％

1
0
0%

10
0%

特
別

支
援

学
級

在
籍

児
童

生
徒

及
び

通
級

に
よ

る
指

導
を

利
用

す
る

児
童

に
対

し
て

、
個

別
の

教
育

支
援

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

38
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

シ
ス

テ
ム

推
進

事
業

教
育

セ
ン

タ
ー

Ａ
Ｂ

Ａ
通

級
指

導
教

室
へ

の
通

級
者

数
２
０

０
人

18
4人

9
2%

こ
と

ば
の

発
達

に
課

題
の

あ
る

児
童

の
通

級
指

導
教

室
へ

の
通

級
者

数
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

が
、

ゲ
ー

ム
的

な
要

素
を

取
り

入
れ

な
が

ら
楽

し
く

発
音

の
練

習
を

行
う

等
、

個
々

の
実

態
に

応
じ

た
指

導
の

工
夫

・改
善

を
図

っ
た

。

【
施

策
の

方
向

性
】
　

（
４

）
地

域
に

開
か

れ
た

学
校

運
営

を
行

い
ま

す

主
補

助
総

合
実

績
数

値
目

標
に

対
す

る
達

成
率

　
●

 地
域

に
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

39
◎

教
育

懇
話

会
の

開
催

教
育

総
務

課
Ｂ

Ｃ
Ｂ

懇
話

会
が

有
意

義
で

あ
っ

た
と

回
答

す
る

参
加

者
の

割
合

　
10

0
%

6
4%

6
4%

昨
年

度
に

引
き

続
き

１
校

で
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
か

ら
、

主
評

価
を

B
評

価
と

し
た

。
ス

マ
ホ

（S
N

S
)ト

ラ
ブ

ル
と

い
う

関
心

の
高

い
テ

ー
マ

に
基

づ
き

、
児

童
、

保
護

者
、

地
域

の
方

々
と

意
見

交
換

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
が

、
参

加
者

の
満

足
度

が
64

％
に

留
ま

っ
た

た
め

、
補

助
評

価
は

C
、

総
合

評
価

は
B

と
な

っ
た

。

40
◎

通
学

路
の

安
全

確
保

学
務

課
Ａ

Ｂ
Ａ

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
者

数
1
0
,0

0
0
名

8
,7

5
2名

88
%

　
学

校
と

保
護

者
、

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
、

地
域

の
方

々
と

の
連

携
に

よ
り

実
施

す
る

ア
イ

ア
イ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
継

続
し

、
不

審
者

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

委
託

事
業

者
や

青
パ

ト
に

よ
る

登
下

校
時

の
巡

回
パ

ト
ロ

ー
ル

に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
登

下
校

時
の

安
全

を
確

保
し

た
。

41
◎

学
校

運
営

委
員

会
を

活
用

し
た

開
か

れ
た

学
校

づ
く

り
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

設
置

校
数

10
校

以
上

１
０

校
10

0%
そ

れ
ぞ

れ
の

学
校

に
お

い
て

、
各

委
員

会
を

開
催

し
、

子
ど

も
の

見
守

り
活

動
等

の
取

組
を

継
続

し
な

が
ら

、
保

護
者

や
地

域
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

42
学

校
評

価
の

実
施

学
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

学
校

評
価

公
開

全
校

実
施

34
校

3
4校

10
0%

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

各
学

校
で

教
育

活
動

の
点

検
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

学
校

だ
よ

り
等

で
公

表
し

た
。

43
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

の
推

進
（学

校
評

議
員

会
議

・教
育

ミ
ニ

集
会

）
学

務
課

Ａ
Ａ

Ａ
教

育
ミ

ニ
集

会
全

校
実

施
34

校
3
4校

10
0%

全
34

校
に

お
い

て
教

育
ミ

ニ
集

会
が

実
施

さ
れ

た
。

ま
た

、
評

議
員

会
議

等
に

つ
い

て
も

、
各

学
校

で
工

夫
し

て
取

り
組

ん
だ

。

【
施

策
の

方
向

性
】
　

（
５

）
安

心
し

て
学

校
に

通
え

る
環

境
を

提
供

し
ま

す

主
補

助
総

合
実

績
数

値
目

標
に

対
す

る
達

成
率

　
●

 い
じ

め
や

不
登

校
等

へ
の

対
応

の
充

実

44
◎

い
じ

め
防

止
対

策
推

進
事

業
指

導
課

Ａ
Ｂ

Ａ
い

じ
め

の
解

消
率

95
％

83
.4

%
88

%
学

校
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

各
学

校
に

派
遣

し
、

い
じ

め
を

含
む

生
徒

指
導

の
諸

問
題

に
対

し
、

指
導

・
助

言
を

行
っ

た
。

い
じ

め
の

状
況

に
つ

い
て

毎
月

調
査

を
行

い
、

状
況

の
把

握
と

分
析

に
努

め
た

。

45
◎

教
育

相
談

の
充

実
教

育
セ

ン
タ

ー
Ａ

Ｂ
Ａ

相
談

件
数

4,
00

0件
3
,9

5
3件

99
%

相
談

員
に

よ
る

来
所

相
談

や
訪

問
相

談
の

件
数

は
、

昨
年

度
と

同
様

の
数

値
だ

っ
た

が
、

電
話

相
談

の
件

数
は

、
減

少
し

た
。

不
登

校
の

相
談

が
増

え
て

い
る

の
で

、
学

校
教

育
相

談
員

、
心

の
教

育
相

談
員

に
不

登
校

に
つ

い
て

の
研

修
を

実
施

し
た

。

46
☆

多
様

な
学

び
の

相
談

事
業

教
育

セ
ン

タ
ー

Ａ
Ａ

Ａ
校

内
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
設

置
中

学
校

数
　

11
校

１
１

校
10

0%

多
様

な
学

び
の

相
談

員
を

７
名

、
市

内
中

学
校

へ
派

遣
す

る
準

備
を

行
っ

た
。

多
様

な
学

び
の

相
談

員
に

対
し

て
、

多
様

な
学

び
の

あ
り

方
や

校
内

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

つ
い

て
、

研
修

を
行

っ
た

。
佐

倉
市

校
内

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

の
手

引
き

を
作

成
し

た
。

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

※
「佐

倉
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
中

期
推

進
計

画
」中

、
教

育
委

員
会

の
権

限
に

属
す

る
事

業
の

み
対

象
と

し
て

い
る

た
め

、
連

番
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

※
事

業
名

先
頭

の
◎

は
重

点
事

業
、

☆
は

新
規

事
業

。
事

業
番

号
の

左
に

◆
が

あ
る

事
業

は
数

的
評

価
を

『
優

先
さ

れ
る

主
評

価
』
と

し
た

事
業

。
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●

 教
育

に
係

る
保

護
者

の
負

担
の

軽
減

47
奨

学
資

金
補

助
金

教
育

総
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

奨
学

金
制

度
周

知
回

数
5回

5
1
00

%
奨

学
金

事
業

に
つ

い
て

、
市

広
報

紙
に

2
回

掲
載

し
、

加
え

て
案

内
を

中
学

3年
生

向
け

に
1
回

、
市

内
県

立
高

校
4校

に
1回

送
付

し
周

知
を

図
っ

た
。

ま
た

令
和

6年
度

向
け

に
H

P
の

更
新

を
行

っ
た

。

48
教

育
に

係
る

保
護

者
負

担
の

軽
減

学
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

保
護

者
へ

の
支

援
金

等
支

給
対

象
学

校
3
4校

＋
1園

3
4校

+1
園

10
0%

小
中

学
校

34
校

の
就

学
援

助
認

定
者

に
就

学
援

助
費

を
支

給
し

た
。

幼
稚

園
1園

に
、

預
か

り
保

育
料

減
免

及
び

給
食

費
補

助
を

実
施

し
た

。

【
施

策
の

方
向

性
】
　

（
６

）
市

民
の

生
涯

学
習

を
推

進
し

ま
す

主
補

助
総

合
実

績
数

値
目

標
に

対
す

る
達

成
率

　
●

 生
涯

学
習

の
推

進

49
◎

「佐
倉

市
教

育
の

日
」
の

推
進

教
育

総
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

各
種

関
連

行
事

へ
の

参
加

者
数

39
,6

00
名

13
9,

4
74

名
10

0%
本

市
の

教
育

の
充

実
等

を
図

る
た

め
、

新
た

な
関

連
行

事
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

積
極

的
な

周
知

に
よ

り
、

目
標

を
大

き
く
上

回
る

参
加

者
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

50
◎

市
民

カ
レ

ッ
ジ

中
央

公
民

館
Ｂ

Ｂ
Ｂ

修
了

生
の

地
域

活
動

参
加

率
  

80
％

6
6%

（令
和

６
年

度
修

了
生

）
8
3%

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

以
降

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
縮

小
し

て
い

た
が

、
一

日
講

義
を

増
や

し
、

聴
講

制
度

を
復

活
す

る
な

ど
、

昨
年

よ
り

充
実

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

、
２

９
期

生
５

２
名

が
学

習
課

程
を

修
了

し
た

。

51
☆

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
実

施
社

会
教

育
課

Ａ
Ａ

Ａ
実

施
学

校
数

4校
4
校

1
00

%
小

学
校

4校
（
志

津
小

、
南

志
津

小
、

間
野

台
小

、
王

子
台

小
）
で

、
放

課
後

こ
ど

も
教

室
を

開
設

し
、

児
童

の
放

課
後

の
安

全
な

居
場

所
を

提
供

し
た

。

52
学

校
開

放
の

推
進

社
会

教
育

課
Ａ

Ａ
Ａ

利
用

者
数

73
0,

00
0人

87
0,

4
40

人
10

0%
小

中
学

校
の

校
庭

、
体

育
館

等
を

開
放

し
、

数
値

目
標

よ
り

、
多

く
の

利
用

者
が

使
用

し
た

。

53
社

会
教

育
に

お
け

る
人

権
教

育
の

推
進

社
会

教
育

課
Ａ

Ａ
Ａ

人
権

教
育

講
座

開
催

　
1回

2
回

1
00

%
中

学
校

2校
（
臼

井
中

、
臼

井
南

中
）で

、
新

入
生

の
保

護
者

を
対

象
に

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
を

テ
ー

マ
に

し
た

講
座

を
実

施
し

、
こ

ど
も

た
ち

の
人

権
を

考
え

る
機

会
を

提
供

し
た

。

52
公

民
館

主
催

事
業

公
民

館
Ａ

Ａ
Ａ

事
業

数
84

事
業

実
施

84
事

業
10

0%
家

庭
教

育
・成

人
事

業
・青

少
年

事
業

な
ど

市
民

の
学

習
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

各
種

講
座

を
開

催
し

た
。

53
公

民
館

に
お

け
る

学
習

の
場

の
提

供
公

民
館

Ａ
Ａ

Ａ
場

と
情

報
提

供
公

民
館

6館
６

館
10

0%
地

域
の

学
び

の
場

と
し

て
社

会
教

育
団

体
や

住
民

に
施

設
の

貸
し

出
し

と
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

56
社

会
教

育
に

お
け

る
平

和
教

育
の

推
進

社
会

教
育

課
、

公
民

館
、

図
書

館
Ａ

Ａ
Ａ

平
和

に
関

す
る

資
料

展
示

図
書

館
　

3
館

3
館

1
00

%
8月

に
各

図
書

館
に

お
い

て
、

戦
争

と
平

和
に

関
す

る
テ

ー
マ

展
示

を
行

い
、

平
和

に
つ

い
て

の
普

及
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

57
図

書
館

に
お

け
る

生
涯

学
習

の
推

進
図

書
館

Ａ
Ａ

Ａ
4
事

業
の

実
施

（
読

書
会

・
研

究
会

、
映

画
会

、
お

は
な

し
会

、
そ

の
他

）
4事

業
1
00

%

「対
面

朗
読

」
に

つ
い

て
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

、
映

画
上

映
会

、
人

形
劇

や
幼

児
向

け
の

絵
本

・
手

遊
び

・わ
ら

べ
歌

の
お

は
な

し
会

の
実

施
、

そ
の

他
と

し
て

児
童

読
書

普
及

事
業

、
図

書
館

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

の
動

画
や

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

基
本

方
針

３
市

民
や

地
域

の
「
輝

く
」
力

の
向

上
を

め
ざ

す
【
生

涯
学

習
】

※
「佐

倉
教

育
ビ

ジ
ョ

ン
中

期
推

進
計

画
」中

、
教

育
委

員
会

の
権

限
に

属
す

る
事

業
の

み
対

象
と

し
て

い
る

た
め

、
連

番
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

※
事

業
名

先
頭

の
◎

は
重

点
事

業
、

☆
は

新
規

事
業

。
事

業
番

号
の

左
に

◆
が

あ
る

事
業

は
数

的
評

価
を

『
優

先
さ

れ
る

主
評

価
』
と

し
た

事
業

。
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●

 生
涯

学
習

に
お

け
る

「佐
倉

学
」の

推
進

58
◎

生
涯

学
習

に
お

け
る

佐
倉

学
の

推
進

社
会

教
育

課
、

公
民

館
、

図
書

館
Ｂ

Ｂ
Ｂ

佐
倉

学
を

知
っ

て
い

る
市

民
の

割
合

28
％

2
2%

7
8%

佐
倉

学
の

パ
ネ

ル
展

を
夢

咲
く
ら

館
で

月
替

わ
り

で
実

施
す

る
と

と
も

に
、

佐
倉

学
子

供
作

品
展

を
行

っ
た

。
年

間
4回

の
推

進
会

議
を

設
け

、
関

係
各

課
、

図
書

館
、

公
民

館
と

情
報

交
換

を
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

た
。

　
●

 地
域

活
動

の
担

い
手

の
育

成

59
◎

市
民

カ
レ

ッ
ジ

（再
掲

）
中

央
公

民
館

Ｂ
Ｂ

Ｂ
修

了
生

の
地

域
活

動
参

加
率

  
80

％

6
6%

（令
和

６
年

度
修

了
生

）
8
3%

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

以
降

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
縮

小
し

て
い

た
が

、
一

日
講

義
を

増
や

し
、

聴
講

制
度

を
復

活
す

る
な

ど
、

昨
年

よ
り
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Ⅳ‐ 1 学識経験者によ る 意見等  （ 平川 雄幸 氏・ 元佐倉市教育総務課長）  

●「 教育委員会の事務執行にかかる 点検・ 評価」 について 

令和６ 年度から ス タ ート し た「 第３ 次佐倉教育ビジョ ン中期推進計画」 の評価初年

度を迎えま し た。 こ の間、 教育長はじ め、 教育委員の皆様には、 年１ ２ 回の定例会、

各種会議への出席・ 視察への参加と 佐倉市の教育向上に尽力さ れ、御礼申し 上げま す。

ま た、 市立幼稚園関係等での臨時会の開催によ り 、 課題解決に図ら れたこ と に敬意を

表し ま す。  

学校教育においては、 佐倉学の充実、 教職員の働き 方改革の観点から 学校部活動の

地域移行を進め、 市内１ １ 中学校の１ １ 部活動を地域ク ラ ブに移行し たこ と は大き な

成果と 思いま す。 今後も 継続的に進めてく ださ い。 期待し ており ま す。  

教育環境ではト イ レ の洋式化、 給食設備の修繕に取り 組むほか、 和田・ 弥富小学校

の小規模特認校への支援を行い、 き め細やかな教育指導と 地域連携に努めら れたこ と

を 評価いたし ま す。  

生涯学習では、 市民カレ ッ ジのカリ キュ ラ ム改編を行いま し たが、 コ ロ ナ禍の影響

が残り 、 コ ロ ナ前のよ う なカレ ッ ジ生の活発な活動状況には達し ていないよ う に思い

ま す。 今後と も 、 社会人の旺盛な学習意欲を満たす、 市民カレ ッ ジに期待し ており ま

す。  

中期推進計画の初年度にあたり 、 コ ロ ナ禍の影響がある 中、 総合評価Ａ が９ 割を超

える 実績は、 高く 評価いたし ま す。 各事業における 若干の課題はある も のの着実な計

画の遂行を期待し ており ま す。  

 

 

●「 佐倉教育ビジョ ンに基づく 施策内容の点検・ 評価」 について 

 

 ◎「 施策の方向性（ ２ ）  豊かな人間性を育む教育に取り 組みま す」 について 

・ 部活動地域移行の推進について 

少子化が進む中、 様々な個性を持つ生徒がス ポーツ や文化芸術を よ り 専門的に学

ぶこ と ができ 、 忙し すぎる 教職員の部活顧問の役割の一部を 解消し 、 働き 方改革の

一端になる こ と を期待し ており ま す。 教職員の人事異動によ り 生徒の所属する 部活

動に影響を与える こ と も なく 、 継続的に指導を受けら れる こ と は、 生徒たちの部活

に対する 意気込みも 増すと 思いま す。  

ス ポーツジム、 人材派遣会社と の情報共有を十分行い、 定期的に指導者・ 生徒・

教職員での話し 合いの場を持ち、 その結果を保護者にも 伝える よ う にし ま し ょ う 。  

今後も 計画的に地域移行を進める こ と によ り 、 生徒・ 教職員と も に良い結果がで

る こ と を望みま す。 なお、 地域には優れた才能を持つ社会人も 数多く 存在する と 思

いま す。 学校行事等の機会に協力を求める こ と も 考えら れま す。 多く の部活動の地

域移行の可能性を検討し てく ださ い。  
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・ 児童生徒の体力向上の推進について 

各小中学校の体育主任の先生方のご努力が推察さ れま す。 児童生徒の基礎体力の

向上には時間がかかる こ と だと 思いま す。 一朝一夕には解決し ないのが現実のよ う

です。 数値目標も やや低めに設定し ている よ う ですが、 C評価と なっ ており ま す。  

今後と も 、 現在取り 組んでいる 推進計画の継続し た実施、 児童生徒に対する 運動

習慣の醸成や個々の個性に合った体力向上への実技指導の実施等、 き め細やかな継

続的取り 組みが成果を生み出すと 考えま す。 各学校の体力向上推進計画によ る 事業

実施及び体力向上推進会議での新体力テス ト の結果分析等を 行い、 各種事業を推進

し てく ださ い。 必ず児童生徒の体力向上は達成でき る こ と と 期待し ており ま す。  

 

 ◎「 施策の方向性（ ３ ）  良好な学習環境を 整備し ま す」 について 

・ 学校施設の環境整備について 

多く の施設を所有する 小中学校は、 その施設の維持管理に多く の予算が必要と さ

れていま す。 限ら れた予算の中で実施し た小中学校のト イ レ 洋式化は児童生徒にと

っ て一番歓迎さ れる 施設改修だと 思いま す。 担当者のご努力を高く 評価いたし ま

す。 学習環境の充実は、 潤沢な資金が必要になり ま すが、 今後と も 限ら れた予算配

分の中で計画的に施設の維持管理に努めてく ださ い。 なお、 近年異常気象や大規模

地震の予測から 、 避難所の整備充実が叫ばれており ま す。 避難所の備品等について

はおおむね調達が完了し ている よ う ですが、 各小中学校の体育館は、 災害時の避難

所に指定さ れている と 思いま す。 し かし 、 学校体育館の空調設備は未実施のよ う で

す。 普通教室冷房化が終了し た現在、 学校体育館の空調設備導入の時期が来たよ う

に思いま す。 市長部局と 協議し 、 学校体育館の空調設備導入計画の検討を 進めてく

ださ い。  

 

◎「 施策の方向性（ ４ ）  地域に開かれた学校運営を 行いま す」 について 

・ 教育懇話会の開催について 

 佐倉教育の日の関連事業と し て、 教育委員会全体で教育に関する 事業を 実施し て

いる こ と を高く 評価いたし ま す。 佐倉市教育の日を 定める 条例の制定から ２ ０ 年が

経過し 、 １ １ 月１ ６ 日は広く 市民に浸透し たと 思いま す。 各学校での取り 組み、 教

育委員会での取り 組み、 教育施設での取り 組み等、 教職員・ 事務局職員・ 地域住民

が一体と なって教育に関し て関心をも つこ と は地域に開かれた学校づく り に繋がり

ま す。  

 学校の協力を得て、 千代田小学校と 共催で行った意見交換会は、 昨今の時代背景

のも と 関心が高い「 ス マホト ラ ブル」 については、 テーマの設定も 的確で有意義な

成果が得ら れたこ と と 思いま す。 担当者の評価は、 アンケート 結果に満足し ていな

いよ う ですが、 ６ 割を超える 肯定的な意見は十分成果を 達成し ている も のと 評価い

たし ま す。 今後と も 継続し て実施する こ と を望みま す。  
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Ⅳ‐ 2 学識経験者によ る 意見等   （ 大野 尊史 氏・ 元佐倉市立小学校長）  

●「 教育委員会の事務執行にかかる 点検・ 評価」 について 

「 第３ 次佐倉教育ビジョ ン中期推進計画」 が令和６ 年度から 開始さ れ初年度の取り

組みと なり ま し た。一部新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響が残る 事業も あり ま し たが、

関係する 皆様方のご尽力で、 教育に関する 意見や要望等の把握に努めら れる など 、 教

育の現状や時代の要請にあった教育行政の推進に邁進さ れま し た。総合評価ではＡ（ 優

良） 90. 6％、 Ｂ （ 概ね良好） 7. 8％と 極めて良好な結果と なり 、 多く の成果が得ら れた

も のと 推察さ れま す。  

 

 

●「 教育委員の活動状況」 について 

教育委員の皆様におかれま し ては、 高い識見のも と 、 臨時会を含む１ ４ 回の教育委

員会会議で様々な議題等をご審議いただく と と も に、 各種会議、 研修会、 学校訪問等

にも 出席さ れ、 研鑽を深めら れ、 教育の現状や時代の要請にあった教育行政の推進を

図ら れている こ と に敬意を表し ま す。  

 

 

●「 佐倉教育ビジョ ンに基づく 施策内容の点検・ 評価」 について 

 

◎「 施策の方向性（ １ ）  学力向上・ 学習内容の充実に取り 組みま す」 について 

 ・ 「 確かな学力の向上」 GI GAス ク ール構想の推進について 

  今日、 I CT 機器の活用や情報活用能力の育成は学校教育の重要な課題と なってい

ま す。 こ の事業の推進にあたっては、 ハード ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アの充実、 教職員

の指導技能、 児童・ 生徒の学ぶ意欲やス キルの向上等広範囲な取り 組みが必要と な

り ま す。 こ の視点から 、 本事業への取り 組み状況を見てみま すと 、 ネッ ト ワ ーク に

関する 調査、 新学習支援シス テム導入に向けた取り 組み、 授業の実践例の紹介や、

各種研修会の開催等バラ ンス よ く 推進さ れている こ と が分かり ま す。  

  今後継続し て、 こ れら の取り 組みを推進する こ と で、 教職員の指導能力の一層の

向上や児童・ 生徒の意欲の向上と 各教科等での日常的な使用等が図ら れ、 大き な成

果が期待さ れま す。  

 

 ◎「 施策の方向性（ ２ ）  豊かな人間性を育む教育に取り 組みま す」 について 

・ 「 学校教育における 「 佐倉学」 の推進」 について 

佐倉市教育委員会独自の施策である 「 佐倉学」 の推進に向けて、 佐倉学研修会、

佐倉学検定の実施や副読本及びリ ーフ レ ッ ト の配布等総合的な取り 組みが成さ れ、

広報活動の充実も あり 、 成果につながっている も のと 推察し ま す。  
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さ て、 教育課程に位置付けら れた佐倉学の実践においては、 学習指導要領の趣旨

を踏ま え、 「 主体的・ 対話的で深い学び」 や「 個別最適な学び」 「 教科等横断的な

学習」 が求めら れていま す。 教員の指導能力の向上を図り 、 質の高い学びを展開し

ていく こ と が小中学生の資質・ 能力の向上につながり 、 一層の成果が見込ま れる も

のと 期待し ていま す。  

 

 ◎「 施策の方向性（ ３ ）  良好な学習環境を 整備し ま す」 について 

・ 「 学校の教育環境の整備」 小規模校学校活力の向上について 

本事業においては、 学校支援補助教員の配置やホームページ、 ポス タ ーによ る 広

報活動を通し て大変素晴ら し い成果をあげている も のと 推察でき ま す。 ま た、 弥富

小学校・ 和田小学校両校の魅力ある 学校運営も 小規模特認校制度の継続に寄与し て

いる も のと 思われま す。 さ ら に、 「 主体的・ 対話的で深い学び」 を通し て資質・ 能

力の育成を 図る 視点から も 、 多様な学習形態を 可能にし 、 協働的な学びにつながる

等の意義がある も のと 考えま す。  

さ て、 弥富小学校と 和田小学校両校の様々な児童の実態や保護者の教育的ニーズ

等を教育委員会と 学校が共有し 、 教育施策や学校教育の改善を図る こ と 。 さ ら に、

学校・ 家庭・ 地域の連携を深め、 様々な体験活動や知徳体のバラ ンス のと れた教育

の実践によ り 、 誰も が小規模特認校で学んでよ かったと 思える 状況が生ま れる こ と

を期待し ていま す。  

 

◎「 施策の方向性（ ４ ）  地域に開かれた学校運営を 行いま す」 について 

・ 「 地域に開かれた学校づく り 」 学校運営委員会を 活用し た開かれた学校づく り に

ついて 

佐倉市独自の取り 組みである 「 学校運営委員会」 は、 よ り よ い教育の実現を図る

ために意義のある も のです。 保護者や地域住民の教育的ニーズを 学校運営に反映さ

せる こ と や、 学校運営への参画を通し て、 学校・ 家庭・ 地域の連携・ 協力関係を構

築し ていく こ と は、 教育の質の向上に結びつく と と も に、 児童生徒の成長に反映さ

れる も のと 考えま す。 ま た、 設置校が１ ０ 校に達し たこ と は、 関係する 皆様方のご

尽力の賜物であり 、 大き な成果です。  

今後の方向性と し て「 学校運営協議会への移行も 視野に・ ・ ・ 」 と あり ま すが、

大変素晴ら し い方向性である と 思いま す。 ま た、 設置校も 多く なったこ と で、 各校

の状況をお互いに知る こ と はそれぞれの学校の学校運営委員会の改善の視点と し て

有益だと 考えま す。  

 

 ◎「 施策の方向性（ ５ ）  安心し て学校に通える 環境を 提供し ま す」 について 

・ 「 いじ めや不登校等への対応の充実」 いじ め防止対策推進事業について 

「 いじ め」 は大き な教育課題です。 その課題に対し て、 本事業では、 いじ め問題

対策策連絡協議会の開催や学校支援アド バイ ザーによ る 巡回支援、 いじ め防止子供

サミ ッ ト の開催と 人権集会、 いじ め対策調査会の開催、 学校支援アド バイ ザーによ
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る 支援等いじ め防止に向けた総合的な取り 組みが行われ、 成果につながっ ている も

のと 考えま す。  

ま た、 事業評価シート に「 いじ め認知件数は、 大き く 増加し た」 と あり ま すが、

いじ めの定義に沿った認知件数の増加は、 それだけ迅速な対応の件数が増える と い

う こ と でも あり 、 早期発見と 適切かつ迅速な対応と いう 視点から は評価でき ま す。  

さ て、 「 生徒指導提要」 （ 文部科学省） では、 「 いじ め対応の重層的支援構造」

の基盤と なる 発達支持的生徒指導において『 児童生徒が多様性を 認め人権侵害をし

ない人に育つよ う な人権教育や市民性教育を通じ た働き かけ』 が示さ れていま す。

未然防止と いう 視点も 大切にし 、 全児童・ 生徒を対象と し て、 道徳をはじ めと する

各教科、 特別活動等で発達支持的生徒指導の充実も 求めら れている と こ ろです。 今

後の取り 組みに期待し ていま す。  

 

 ◎「 施策の方向性（ ６ ）  市民の生涯学習を 推進し ま す」 について 

・ 「 生涯学習の推進」 「 地域活動の担い手の育成」 市民カレ ッ ジについて 

佐倉市教育委員会の伝統ある 事業である 「 市民カレ ッ ジ」 が今日ま で継続さ れて

いる こ と は関係する 方々のご尽力の賜物と 敬意を表し ま す。 ま た、 コ ロ ナ禍の影響

も あり 、 様々な困難な状況も あったこ と と 推察し ま す。  

さ て、 事業の発足当時と 社会状況は大き く 変わり ま し た。 定年の延長や年金受給

年齢が上がったこ と で７ ０ 歳を超えても 働き 続ける 方は大勢いま す。 カレ ッ ジ生の

高齢化や減少も そのこ と が一因かも し れま せん。 一方、 地域で活動する 人材が不足

し ている こ と も 事実です。 こ のこ と は、 市民カレ ッ ジの存在意義が増し ている と 考

える こ と も でき ま す。 小中学校や公民館でのボラ ンティ ア活動、 自治会や福祉協議

会での活動など 活動の場はたく さ んあり ま す。 市民カレ ッ ジを卒業し 、 多く の方が

地域社会の一員と し て活動する よ い循環が定着する こ と を願っていま す。  
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Ⅳ‐ 3 学識経験者によ る 意見等   （ 石井 喜広 氏・ 元佐倉市立小学校長 

元佐倉市社会教育指導員）  

●「 教育委員会の事務執行にかかる 点検・ 評価」 について 

「 第 3 次教育ビ ジョ ン中期推進計画」 の初年度と なる 令和 6 年度は、 いわゆる 「 コ

ロ ナ感染が変えた働き 方」 や「 働き 方改革」 の動き が高ま る 中、 64 事業中 58 事業の

自己総合評価が 9 割を超えたこ と に驚く と と も に、 着実に進捗さ れたも のと 推察いた

し ま す。 各課担当職員の皆様の努力に敬意を表し ま す。  

 

 

●「 佐倉教育ビジョ ンに基づく 施策内容の点検・ 評価」 について 

 

 

◎「 施策の方向性（ １ ）  学力向上・ 学習内容の充実に取り 組みま す」 について 

・ 確かな学力の向上 

佐倉市学習状況調査は、 長年にわたり 独自の問題を 改良し 、 調査し てき ま し た。

結果を 分析・ 提供する こ と で、 各学校における 授業改善が図ら れ、 児童生徒の学力

向上につながってき たも のと 思われま す。 好学チャ レ ンジプリ ント の活用時期（ タ

イ ミ ング） や方法の成功例を情報提供し ていく こ と で更に実績数値が高ま る こ と に

期待し ま す。  

 

 

 ◎「 施策の方向性（ ２ ）  豊かな人間性を育む教育に取り 組みま す」 について 

・ 心の教育の充実 

佐倉学検定を実施し たこ と によ り 、児童生徒の佐倉の歴史文化への関心が高ま っ

てき たこ と を評価し ま す。 「 佐倉学」 については、 人事交流によ り 他の市町から 佐

倉市に勤務する 教職員にと っ て、 授業実践をする にあたり 、 指導案の存在は安心感

をも たら し ま す。 特に、 道徳については、 他の教科の中で行う 実践よ り も 違和感な

く 取り 組める も のと 思われま す。 「 授業者の声を活かし た修正」 が毎年繰り 返さ れ

る こ と によ り 、 地域性を 生かし た「 佐倉の道徳」 が 100％実践さ れ、 定着し ていく

こ と に期待し ま す。  

 

・ 健やかな体の育成 

生涯にわたり 運動に親し む能力の育成や体力の向上は、 義務教育期にし っかり 基

礎をつく っ ていく こ と が大変重要なこ と です。 コ ロ ナ感染拡大防止のために止ま っ

てし ま った期間を考える と 、 数値の落ち込みは致し 方ないこ と と 思いま す。 コ ロ ナ

以前に近づける ために、 各学校が日課時程を戻し 、 体力向上推進計画を確実に実践

する こ と が必要です。 そのための支援・ 働き かけに大いに期待し ま す。  
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・ 食育の推進 

佐倉市は、 すべての小中学校に栄養士を配置し 、 自校式給食を行っていま す。 こ

れま で長い間、 栄養士を 中心に、 津田仙献立、 地場産物推進や統一献立等を行って

き ま し た。 給食だよ り 、 給食コ ーナーの掲示、 校内放送等、 多様な広報をし 、 学校

内外で共通理解・ 共通行動（ 実践） をフ ィ ード バッ ク し てき たこ と で、 児童生徒や

保護者はも ちろん、 一般市民にま で知れわたる 結果と なっている と 推察し ま す。 特

に津田仙献立は、 いわゆる 「 佐倉学」 を 保護者、 一般市民ま で認知さ せた、 大変素

晴ら し い実践モデルにま でなっている と 思いま す。  

 

 

 ◎「 施策の方向性（ ３ ）  良好な学習環境を 整備し ま す」 について 

・ 一人ひと り のニーズに応じ た教育の推進 

特別支援教育を 推進する にあたり 、 79 名の特別支援教育支援員と 看護師を 確保・

配置し たこ と を 高く 評価し ま す。 特別な支援が必要な児童生徒が増加傾向にあり 、

それに伴っ て通級指導のコ マ数が増え、 特別支援教育支援員・ 看護師の果たす役割

が大き く なり ま す。 児童生徒が学校での居心地の良さ を日常と し て感じ さ せていく

ためにも 、 人数の確保・ 質の向上への益々の支援をお願いし ま す。  

 

 

◎「 施策の方向性（ ４ ）  地域に開かれた学校運営を 行いま す」 について 

・ 通学路の安全確保 

両親がと も に働く 時代と なり 、 登下校時の地域の方々の見守り 活動は、 学校や保

護者への大き な支援と なってき ま し た。 定年が延長さ れ、 70 歳を超えても 働く 人が

増えている 中、 ボラ ンティ ア人数の増員は、 難し く なっていく も のと 推察し ま す。

こ れま では送り 迎え的な「 付き 添い型」 のボラ ンティ アが目につき ま し たが、 通学

路自宅前での声かけや見守り も 、 ポイ ント 立ちボラ ンティ アと し ての募集等で、 現

状維持を図っていただき たいと 思いま す。  

 

 

 ◎「 施策の方向性（ ５ ）  安心し て学校に通える 環境を 提供し ま す」 について 

・ いじ めや不登校等への対応の充実 

小さ なト ラ ブルや悩みは、 児童生徒が安心し て学校に通い、 楽し く 安定し た学校

生活を 阻害し 、 ひいてはいじ めや不登校へと つながっていき ま す。 学校教育相談員

や心の教育相談員への相談件数が 4, 000 件近く に上っている こ と に驚かさ れま す。  

学校が行っている いじ めの月例調査での認知数が増えている こ と は前向き に捉え

る と し ても 、 長期支援が必要な案件が増えている こ と は心配なと こ ろです。 ベテラ

ン教員の大量定年を迎え、 児童生徒の小さ なト ラ ブルや悩みの早期発見、 丁寧な対
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応について若い先生方への「 気づき の育成」 と し ての学校支援アド バイ ザーの巡回

や研修への支援に期待し ま す。  

 

 ◎「 施策の方向性（ ６ ）  市民の生涯学習を 推進し ま す」 について 

・ 生涯学習の推進 ／ 地域活動の担い手の育成 

佐倉市の特徴ある 4 年制の市民カレ ッ ジの卒業生は、 こ れま で美化活動や古民家

再生活動等、 地域活動と し ての貢献は素晴ら し いも のがあり ま し た。 コ ロ ナ感染拡

大防止と 定年が延長さ れ働く 年齢が上がっ てき たこ と で、 以前のよ う に申し 込み者

が増えていく こ と は考えにく いのですが、 コ ース 内容やカリ キュ ラ ムの見直し によ

り 、 少なく と も 定員の 8 割ま での申し 込みと なる よ う に、 カレ ッ ジ生活の楽し さ 等

「 市民カレ ッ ジの魅力」 を高めていく こ と に期待し ていま す。  
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